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1 建設監理制度の導入経緯 
韓国では、1980 年代から 90 年代初頭にかけて、相次ぐビルの崩壊、落橋事故等をきっかけに、品質確保への

取り組みとして、従来の二者構造から第三者による施工プロセス管理を考慮した管理体制が導入された。施工監

理制度の問題を改善するため、監理員に実質的な権限を与え、責任も強化する責任監理制度が導入され、1994 年

1 月から施行されている。 

2 韓国監理制度の概要 

韓国の監理制度には「施工監理」「検査監理」「責任監理」の 3 種類がある。 

「施工監理」及び「検査監理」は発注者の工事監督業務を補助する役割を果たす。一方、「責任監理」は発注者

の工事監督を代行する役割を果たす。

・検測監理：設計図書どおりに施工されているかどうかを確認する。

・施工監理：設計図書どおりに施工されているかどうかを確認し、品質管理・安全管理などの技術指導を行う。

・責任監理：設計図書どおりに施工されているかどうかを確認し、品質管理・安全管理などの技術指導や発注者の

監督権限を代行する。（２００億ウォン（約１４億円）以上の 22 工種の公共工事を対象） 

責任監理制度では、支払いのための検査と竣工検査の権限も監理員が持っており、工事の竣工（完了）検査では、

監理会社の責任の下で監理員が検査を実施し、発注者の職員は、竣工検査過程に立ち会い、検査員が竣工検査を法

律（基準）のとおり実施しているか確認し、別途、発注者による竣工検査は実施していない。

3 監理技術者と監理専門会社 

監理員資格には、｢技術資格者｣と一定期間建設工事の業務を行った者（学歴・経歴者）の｢認証技術者｣の 2 つ

がある。監理員の等級には、上級監理士、監理士、監理士補の 3 種類がある。 

監理専門会社は「総合」及び「土木」、「建築」、「設備」の 4 種類に分かれ、それぞれの種類に応じて監理業を

行うための登録基準が定められている（基準を満たしていれば建設業登録との重複登録が可能）。

監理員の配置基準は、工事費、監理期間、工種等に応じ法令により定められている。

4  監理専門会社の選定と対価 

    責任監理等の業務対価は監理員の直接人件費を基準と

した"定額積算方式"を適用し、以下の①～⑥を合計して 

算出される。

（監理専門会社選定のための手続きフロー）

韓国の建設監理制度について 

入札公告

入札登録

（告示金額未満）

価格入札
（ＰＱ）審査

（10億w以上

30億w未満）

技術者評価＋価格

（告示金額以上

10億w未満）

価格入札

（30億w以上）

技術提案書の評価

＋価格

適格審査
（業務遂行能力審査）

［落札者の決定 ］

①直接人件費（監理員数×監理員の月次金額

②諸経費（役員、庶務スタッフ給与等）：①の 110～120％

③技術料（調査研究費、利益など）：①+②の 20～40％

④直接経費（常駐監理員の駐在費、非常駐監理員の出張費等）

⑤追加業務の費用（特許等の使用料など）

⑥付加価値税、保険料（総監理対価を基準に算定）

【資料集①】
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５ 監理制度の現況

建設監理の売上高は、責任監理制度が開始された 1994 年度に約 2 千 9 百億ウォン（約 203 億円）だったが、

持続的に伸び続け、2011 年度には約 6.4 倍の 1 兆 8 千億ウォン（約 1,260 億円）にまで成長した（表 2-6）。 

これに伴い、1994 年度に約 1 万人だった監理員数が急増し、2011 年には約 2.9 倍の約 3 万人に、また、1994

年度に約 210 社だった監理専門会社は、2011 年度には約 2.7 倍の 576 社が登録して監理業務を行っている。 

（建設監理制度の定着状況）

6 監理制度の導入効果と展開 

KICT が、監理制度の現状について 2010.11 に実施した調査（発注者、監理者、施工者を対象）によると、責任

監理制度の導入効果として、発注者の人手不足の解消、安全事故の予測などが評価されている。

また、発注者からは、他の工事監理方式に比べ、責任監理制度の評価が高くなっており、その要因として、不正・

汚職等の減少も上げられている。

KICT の研究論文では、厳しい建設環境を乗り越え、建設監理制度のさらなる発展を図るために、大きく以下の

三つの発展方向を目指さなければならないとしている。

・監理人材の教育プログラムを強化して監理業務の質的レベルを向上を図る

・監理業界の海外進出を支援するための海外進出戦略の構築する

・監理制度の充実に向け、多様な方式で工事管理を運営する

7 我が国との比較から 

 韓国においては、工事品質の低下への対応策として、民間部門へ工事監理業務を大幅にシフトすることにより

その改善を進めてきている。また、その効果は、一定程度評価されている。

 また、技術者の資格制度に加え、資格取得後の教育制度の整備にも取り組まれており、工事監理分野を重要な産

業分野として育成しようとしている。特に、海外への進出を強く意識しており、工事監理のみでなくプロジェクト

管理をも視野に入れた技術の蓄積等の取り組みを進めようとしている。

 我が国の公共工事においては、発注者自らが監督検査等工事監理を行うことが基本となり、各種制度が組み立

てられている。一方、官庁技術者の減少等による制約拡大している中、民間部門の活用を効果的に進めるために

は、技術力の蓄積・向上をはじめ、体制、制度両面からの検討が必要と考える。

区分 1994 2000 2005 2010 2011

監理売上高(
億ウォン)

2,861 11,132 12,648 19,174 18,187 

監理件数 1,562 3,353 4,349 5,764 5,832 

監理員数 10,947 26,462 29,121 33,317 31,718

監理会社数 210 670 591 588 576
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　　　入札・契約制度の現状と中小企業の取組みに対する課題

　　　　はじめに

　1.　建設業の現状

建設投資

年度
平成４年度 840,000 58.1% 419,900 59.8%
平成７年度 352,000 41.9% 169,400 40.2%

(一財)建設経済研究所「建設経済ﾓﾃﾞﾙによる建設投資の見通し(2012年7月)」より

名目建設投資、政府建設投資もピーク時と比較すると半減以上の投資額となっている。

　　　滋賀県における建設業の現状

滋賀県内の公共事業の推移
　( 国直轄、県、市町村 )

年度
平成10年度

平成９年度

平成５年度

　( 他国の外郭団体　下水道事業団・都市開発機構他 )
H15年度

社団法人　滋賀県建設業協会　平成24年7月　資料より　(資料添付参照)

建設投資と滋賀県内の公共事業費の推移を比べると滋賀県の落込みの大きさがわかる。

平成２４年１２月１８日(火)
Pm1:30～2:45

公共事業執行ｼｽﾃﾑ研究
小委員会資料

場所　国土技術研究ｾﾝﾀｰ
7F第3会議室にて

 　建設企業の活動は地域住民の生命や財産を守ることに直結している。 例えば、建設企業が整備する
堤防は、大雨による洪水発生時には、大切な家族の生命、苦労して購入した持家、思い出ののこもった
品物の数々を水害から守ってくれる。 また、建設企業が整備する道路等は、地域の経済活動を支える大
動脈として機能する。 そして、建設企業が作り上げるビルや家屋は住民の生活や企業活動を支える箱な
る基盤であり、その良し悪しは、住民生活や企業活動の効率性や創造性を大きく左右する。
　 そして、東日本大震災における地域建設企業の献身的な活動の例からもわかるように、ひとたび災害
が発生すれば、建設企業は、地域の地質等の自然条件や病弱で歩行困難な老人の所在等の社会条件
に関する土地勘をフルに生かして、真っ先に現場に駆けつけるとともに住民の生命・財産を守るために昼
夜兼行の徹夜作業を厭わず必死の活動を続ける。
 　建設投資がピーク時に比べて半減する状況において、こうした地域を支える建設企業が存亡の危機に
立たされているといっても過言ではない。そして、東日本大震災をきっかけに国民の防災意識が高まって
おり、防災においても建設企業の果たす役割についても期待が大きくなっているが、地域に詳しい建設
企業が撤退することによって災害への適切な対応を行うことができない災害空白地帯が生じる等様々な
課題が生じている。
 　また、平成２４年１月３１日、人口問題研究所が公表した２０６０年までの日本の将来人口推計による
と、世界で最も早いスピートで減少が進むこと。２０１２年(現在)　１億２７４９万人から２０６０年には、８６７
６万人と４０００万人　(-31.4%)減少する。この時点で６５歳以上は、ほぼ４割の超高齢化社会となる。ま
た、生産年齢人口も減少を続け　２０１２年(現在) ８０１７万人から２０６０年には４４１８万人と45%も減少
する。人口と生産年齢人口の急激な減少は、日本経済に大きな打撃を与えるのは必至となる。
　 建設業は、成長産業から成熟産業へ、特に地方部において衰退産業へ。業種別には、開発新設型か
ら維持管理型、防災縮減型へ移行している。

　 最後に建設業の使命とは、①　社会資本の整備、②　防災対応力の維持、③　安定的な雇用　の実現
が建設業の三本柱であり、これらを軸に「地域を担っていくという観念をもって発注者には建設生産シス
テムを考えてもらいたい。」
　多発するダンピング(過度な安値受注)は　「ある意味、発注者が誘導したに近い」　と感じている。「建設
業は予定生産物をつくる産業。品質確保を度外視した入札制度は早急に改められるべき」　であり、この
まま価格のみの競争を強いれば　「生き残った企業も疲弊し、やがて防災や地域維持にも支障を来す」と
思われる。

ピーク 平成２３年度
ﾋﾟｰｸ時との比較

投資額　 (億) 投資額　 (億)

ピーク 平成２３年度
ﾋﾟｰｸ時との比較

請負額　 (億) 請負額　 (億)

名目建設投資 -50.01%
政府建設投資 -51.88%

滋賀県内市町村 1,175 389 -66.89%

独立行政法人 453 71 -84.33%

国直轄 309 91 -70.50%
滋賀県 1,173 250 -78.69%
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平成２４年度入札参加資格　経営審査
滋賀県内建設企業の　(土木・建築・舗装ﾍﾞｽﾄ20　別紙参照)

県内１号ランク業者数　土木３７社・建築３１社・舗装３１社

会社都合 資格喪失 廃業 倒産
経営状況
の悪化

業務の縮小
経費節減
のため

代表者死亡
後継者不在 他 合計

171 77 41 31 29 29 28 15 20 441
38.8% 17.5% 9.3% 7.0% 6.6% 6.6% 6.3% 3.4% 4.5% 100.0%

○○社における工事受注の年間消化施工高目標の推移

平成７年度　実績

(億) 請負額比率 (億) 請負額比率 (億) 請負額比率 (億) 請負額比率 業種比率
土木工事 46.23 50.4% 33.49 36.5% 12.05 13.1% 91.77 100% 47.5%
建築工事 9.53 13.4% 16.48 23.1% 45.30 63.5% 71.31 100% 36.9%
舗装工事 11.12 36.8% 16.43 54.4% 2.66 8.8% 30.21 100% 15.6%
合計 66.88 34.6% 66.40 34.4% 60.01 31.0% 193.29 100% 100.0%

平成24年度　事業計画

請負額比率 請負額比率 請負額比率 請負額比率

請負額増減比率 請負額増減比率 請負額増減比率 請負額増減比率

土木工事 34.10 62.0% 2.18 3.96% 18.72 34.04% 55.00 100.0% 42.3%
H8年対比 -12.13 -26.2% -31.31 -93.49% 6.67 55.35% -36.77 -40.1%

建築工事 24.05 40.1% 0.00 0.00% 35.95 59.92% 60.00 100.0% 46.2%
H8年対比 14.52 152.4% -16.48 -100.00% -9.35 -20.64% -11.31 -15.9%

舗装工事 7.55 50.3% 3.70 24.67% 3.75 25.00% 15.00 100.0% 11.5%
H8年対比 -3.57 -32.1% -12.73 -77.48% 1.09 40.98% -15.21 -50.3%

合計 65.70 50.5% 5.88 4.52% 58.42 44.94% 130.00 100.0% 100.0%
H8年対比 -1.18 -1.8% -60.52 -91.14% -1.59 -2.65% -63.29 -32.7%

上記表の評価検証

滋賀県入札参加資格企業と保証請負額を比較した場合、平成７年度から平成２３年度の入札参加資格
企業は２割の減少であるが、保証請負額は約７割も減少しているため、受注競争は厳しい環境である。

また、滋賀県建設業協会の会員数は、平成９年度の８８２社がピーク、平成２３年度８月では４４１社と半
減している。

賃金低下および労働雇用環境の悪化等による若年者の離職、若年者の入職が減少している。技能労働
者の不足が強く懸念されている職種であり、技能の承継が途絶する危機に瀕している。

　技術者においては、豊富な経験を有する世代が今後引退する局面を迎えるため、世代交代により技術
の承継が危ぶまれることから、新規学卒者の確保と優秀な技術者の確保育成が課題となる。

上記事項から、公共事業の縮小傾向から計画的な職員 ( 技術者・技能工 )の採用や育成に見通しが立
ちにくい状況にあるほか、利益率の縮小による育成経費の不足、技能工の確保と新規卒業者、若年技
術者の中途退職 (原因は、県、市町村の積極的な中途採用募集による。)など若手の育成・確保にも苦
慮しているのが現状である。

官庁元請工事 官庁下請工事 民間工事 請負工事合計

土木工事の本年度計画は55億で-36.8億 (40%)の落込み、建築工事の本年度計画は60億で-11.3億
(16%)の落込み、舗装工事の本年度計画は15億で-15.2億 (50%)の落込みとなっている。また、全体事業
計画では、130億の計画で-63.3億の落込みで比率で 33% の落込みである。

官庁元請工事 官庁下請工事 民間工事 請負工事合計

(億) (億) (億) (億) 業種比率

会
員
数
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* 官公庁工事については　　　①更に進む工事案件縮小　②更に厳しい価格競争

* 民間工事については

土木市場は、不動産開発他工事。

　２.　地域建設業の課題

特に、地域建設企業に直接関係する項目について検討する。

1) 多様な契約方式の導入

① 品質確保と技能労働者の育成に向けた見直し

② 配置予定技術者の育成に向けた見直し
(同種工事の現場代理人の実績も評価。監理(主任)技術者の1/2評価)

③ 加算点方法の見直し
(工事成績評価において、工事成績評価の配点を細分化)

④ 防災上の地域貢献度の評価拡大
(建設業BPC(事業継続計画)の認定を受けた企業にたいして加点。)

　　　　滋賀県においての工事発注は、大きく３通りに分類され発注されている

①　金額のみの入札　(土木工事　５０００万円未満・舗装工事　２０００万円未満の工事)
②　土木事務所管轄別の当該地域建設業者優遇入札 (土木事務所管内に主たる営業所 (本社・本店)
     の有無、及び除雪作業等の契約の実績にたいして評価加点する。)
③　総合評価方式入札　(下記参照)

土木、舗装工事については、官公庁が主な発注元となっていることから、工事発注量の削減、縮減施策
による直接的な影響により、受注(施工量)が大きく影響を受けている。また、官公庁の下請け工事におい
ては大手、中堅ゼネコン受注のプロジェクト工事 (NEXCO工事、都市再生機構etc) の完了に伴い急激な
減少。また、地域における大型公共工事の減少が公共工事のウエイトの高い土木、舗装工事が影響を
受けている。
建築工事については、病院、公共施設の耐震、特に学校等の耐震により、大きく増加している。

建築市場は、介護施設、大型商業施設等により増加していることから、大幅な落ち込みはなく維持してい
る状況となっている。

　 国土交通省においても、昨年に４年ぶりとなる建設産業政策の提言をとりまとめ、平成２４年７月１０日
にそのフォローアップとして 「 建設産業の再生と発展のための方策　２０１２ 」 が発表され、五つの課題
と五つの対策が盛り込まれた方針が示された。

総合評価落札方式は、簡易型、標準型、高度技術提案型に分かれている現行の総合評価落札方式を
施工能力評価型と技術提案評価型の二極化に再編し、平成２４年６月１日以降に公告される工事から段
階的に実施される。今回の見直しにより下記事項が見直しされた。

(基幹技能者等(基幹技能者、建設マスター、現代の名工、技能士)をWTO対象工事を除くすべ
ての工事に拡大。)

(地元企業活用審査型(一般土木Bﾗﾝｸ工事に適用) 地元下請企業の評価において、下請企業
が固定化されることから、下請企業の要件の緩和)

今回の見直しにより、地域建設業の中の優良な企業に対する評価が鮮明となり、技術と経営に優れた
建設業の確保、育成することとなり、不良・不適格業者の排除となるが、「施工能力評価型」など技術提
案を求めない総合評価方式の試行には「やりすぎると不良・不適格業者の参入につながる」、品質確保
のためにも一定量の条件をつけるべきであると考えている。
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滋賀県における総合評価方式
1 特別簡易型

5 WTO標準型

6 高度技術提案型

A　・・・県内業者のみ　B　・・・県内外混合 舗装は２千万円以上

上記表の様に方式は、８タイプ。工事難易度及び県内、県内外の条件で２０タイプに分かれている。
県内の地域建設業者は、上記表の範囲が対象となる。

　　　　滋賀県の総合評価落札方式 について

特別簡易型 ・・・・・・・・
(予定価格原則５千万円以上１億円未満)

企業の施工能力(4点)・技術者の能力(2～2.5点)・企業の地域性・社会性(3.5～5点)　合計点　9.5～11点

簡易型(A・B) ・・・・・・・・
(予定価格原則５千万円以上５億円未満)

簡易型A 簡易な施工計画(3点)・企業の施工能力(3点)・技術者の能力(1点)・企業の地域性・社会性(2.5～4点)　合計点　9.5～11点

簡易型B 簡易な施工計画(3点)・企業の施工能力(3点)・技術者の能力(1点)・企業の地域性・社会性(2.0～2.5点)　合計点　9.0～9.5点

標準型Ⅱ型(A・B) ・・・・・・・・
(予定価格原則5千万円以上19.4億円未満)

標準型Ⅱ型A 簡易な施工計画(12点)・企業の施工能力(3点)・技術者の能力(1点)・企業の地域性・社会性(1.5～4点)　合計点　19.5～21点

標準型Ⅱ型B 簡易な施工計画(12点)・企業の施工能力(3点)・技術者の能力(1点)・企業の地域性・社会性(3.0～3.5点)　合計点　19～19.5点

標準Ⅰ型 ・・・・・・・・
(予定価格１億円以上１９．４億円未満)

WTO標準型 ・・・・・・・・
(予定価格１９．４億円以上)

高度技術提案型 ・・・・・・・・
(予定価格１９．４億円以上)

高度な技術提案 (総合コスト・性能・機能、社会的要請) に対して40～50点の配点

問題点

工事難易度Ⅰ 予定価格原則５千万円以上１億円未満

県内地域建設業者は、この
範囲となる。

2
簡易型
(A・B)

工事難易度Ⅰ 予定価格１億円以上５億円未満

工事難易度Ⅱ

4 標準Ⅰ型

工事難易度Ⅱ 予定価格１０億円以上１９．４億円未満

工事難易度Ⅲ・Ⅳ 予定価格５億円以上１９．４億円未満

工事難易度Ⅴ・Ⅵ

予定価格原則５千万円以上５億円未満

工事難易度Ⅲ・Ⅳ 予定価格原則５千万円以上１億円未満

3
標準Ⅱ型
(A・B)

工事難易度Ⅰ 予定価格５億円以上１９．４億円未満

工事難易度Ⅱ 予定価格５億円以上１０億円未満

工事難易度Ⅲ・Ⅳ

予定価格１億円以上１９．４億円未満

工事難易度Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 予定価格１９．４億円以上

工事難易度Ⅴ・Ⅵ 予定価格１９．４億円以上

技術的な工夫の余地が小さく、かつ工事規模の小さい工事について、「企業の施
工能力等」と「入札価格」とを総合的に評価するもの。

予定価格１億円以上５億円未満

工事難易度Ⅴ・Ⅵ 予定価格原則５千万円以上１億円未満

主たる営業所(本社・本店)が滋賀県にある場合２点、従たる営業所(支店・営業所)が滋賀県にある場合１点、営業所のない場合０点

高度な技術を要する工事について、「技術提案」、「施工計画」、と「入札価格」と
を総合的に評価するもの。

高度な技術提案 (総合コスト・性能・機能、社会的要請)、施工計画 (施工上配慮すべき事項等)に対して40～50点の配点

高度な技術を要する工事について、「技術提案」と「入札価格」とを総合的に評価
するもの。

県外企業で営業所を出している大手、中堅ゼネコンは、企業の施工能力等の評価が１点差異があるの
みで県内業者と同等に近く、地元優位が極めて低い。

滋賀県の場合、予定価格の事後公表であるにも関わらず、調査基準価格に係数α(0.995～1.005) を乗じ
てランダム処理し、調査基準価格を±0.5%変動させている。このことは、積算精度も重要な技術であるこ
とから、応札額は"運"に賭けた入札となっている。

技術的な工夫の余地が小さく、かつ工事規模の小さい工事について、「企業の施
工能力等」と「入札価格」とを総合的に評価するもの。

主たる営業所(本社・本店)が滋賀県にある場合1点、従たる営業所(支店・営業所)が滋賀県にある場合0.5点、営業所のない場合０点

技術提案を要する工事及び技術的な工夫の余地がある工事について「簡易な施
工計画」、「企業の施工能力等」と「入札価格」とを総合的に評価するもの。

主たる営業所(本社・本店)が滋賀県にある場合２点、従たる営業所(支店・営業所)が滋賀県にある場合１点、営業所のない場合０点

高度な技術を要する工事、及び技術的な工夫の余地が大きい工事について、
「技術提案」、「施工計画」、「企業の施工能力等」と「入札価格」とを総合的に評
価するもの。

高度な技術提案 (総合コスト・性能・機能、社会的要請) 24点、企業の施工能力等(工事成績等) 3点、企業の施工能力等 (防災協定の締結　1点、県
内営業所の有無 2点、県産材の使用　選択事項 0.5点)　30～30.5点の配点
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　　　　福井県の総合評価落札方式 (土木一式) について

簡易型 ・・・・・・・・ 技術提案を求めない(土木　３０００万円以上２億円未満　舗装１０００万円以上)

企業の施工能力(6点)・技術者の能力(3点)・企業の地域性・社会性(6点)　合計点　15点

標準型 ・・・・・・・・ 技術提案を求める。 ( ２億円以上 )

技術提案(15点)・企業の施工能力(6点)・技術者の能力(3点)・企業の地域性・社会性(6点)　合計点　30点

問題点

　　　　岐阜県の総合評価落札方式 (土木一式) について

簡易型 ・・・・・・・・ 技術提案を求めない。(簡易型②については、技術所見あり)
施工能力(0～7.5点のうち技術所見5点)企業能力(3～5.5点)・技術者の能力(1～3点)・

地域要件(9～14点)　合計点　13～28.5点

注　:　上記項目の中に選択事項を含むため合計点は一致しない

技術提案型 ・・・・・・・・ 技術提案を求める。
施工能力(18.5点のうち技術所見15点)企業能力(7点)・技術者の能力(3点)・地域要件(14点)　合計点　38.5点

注　:　上記項目の中に選択事項を含むため合計点は一致しない

問題点

上記のとおり、県内企業しか受注できない仕組みとなっている。

その他
・

・ 総合評価落札方式の標準型では、予定価格を変えずに技術提案を求めていた結果、オーバースペック
(技術ダンピング) の問題も生じ、その対策として評価できる範囲を制限した。提案レベルが底上げされ、
上限もあるので同じような技術提案になっている。よって標準案で考えていたよりも多少高くても期待され
る便益を総合評価管理費として算出し、標準案の予定価格に上乗せした入札形態を検討する必要があ
る。

福井県における標準型で大型工事の場合、企業の地域性、社会性において、１５点中６点のウエイトが
ある。その中でも、主たる営業所の所在地が当該土木事務所管内で２．５点、同県内で１．０点　また、県
内企業の活用とあり、内容については、発注者が指定する工種のすべてについて、県内に主たる営業所
を有する企業を１次下請として活用すること。また、自ら施工する。という評価基準で０．５点となってい
る。総合評価方式入札のもとに、県外業者に対して異常な障壁を作って入札での自由競争を阻害し、県
内建設業者保護の要件が強いことから、県外建設業者の応札(参入)がしづらい状況である。

岐阜県の場合、入札参加資格要件の地域要件により、1000万円以上4000万未満については、管内に本
店を有する要件、4000万以上１億円未満については、圏域内に本店を有する要件、１億円以上１0億未
満については、JVまたは単独で全て県内に本店を有する要件、１０億以上１９．４億未満については2JV
または3JVで全て県内に本店を有する要件となっている。
以上の地域要件の縛りにおいて、県外企業の参入に対して大きな障壁を設け、県内企業を保護してい
る。県外企業の参入できる入札は、WTOの一般競争入札のみである。

　 入契に関する総合評価落札方式の趣旨　　「　技術と経営に優れた健全な建設業の育成　」から
地方自治体の総合評価落札方式による発注については、極端な県内の地元優遇対策の発注となってい
るため、大きな壁がある。地方自治体(県) の発注方式は、入契法、総合評価の趣旨からかけはなれた手
法がとられている。
　 公共工事、民間工事にかかわらず急激な減少の中、タタキ合い、ダンピング受注が建設業界の健全な
発展を阻害している。特に工事の手抜き、下請契約の相手方へのしわ寄せ、労働条件の悪化、安全対
策の不徹底等による労災事故の増加、また経営の悪化につながっている。

よって、国土交通省においては、多様な契約方式により、優良な地域建設企業の生き残れる環境整備を
するべきと思われる。

地域維持JVについては、発注者側にも大きなメリットがあり、行政の管理労力が大幅に低減できる。運
用に当たっては、複数年契約やロットの大型化など企業側にもメリットのある制度にしてもらいたい。地域
建設業のメリットを生かし、維持管理をいかに迅速に対応することである。
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・

・

・ 調査基準価格の算定方式について
直接工事費 95%
共通仮設費 90%
現場管理費 80%
一般管理費 30%

現在、一般管理費は30%となっている。　⇒　　経営上の持続可能な理論ベースがあるはず
どのようなデーターが算出根拠となっているのか?
理解しがたい。 調査基準価格のUP

　　　２)　技術と経営に優れた地域建設企業が生き残れる環境整備

A.　担い手となる技術者や技能労働者の確保・育成　(技術と技量(能)の伝承、人づくりについて)

建設業への新規学卒者(全国)の入職状況

平成4年　(人) 平成14年(人) 平成23年(人) 増減率

1,085 1,904 2,374 218.8%
26,830 16,576 15,333 -42.9%

752 496 468 -37.8%
34,371 20,717 13,722 -60.1%
63,038 39,693 31,897 -49.4%

文部科学省「学校基本調査」より

建設業就業者の年齢構成の推移

平成4年 平成9年 平成14年 平成23年
全産業(55歳以上) 23.2% 22.8% 23.7% 28.6%
建設業(55歳以上) 22.3% 24.1% 24.8% 32.8%
全産業(29歳以下) 21.3% 23.5% 21.5% 17.3%
建設業(28歳以下) 18.4% 22.0% 19.1% 11.8%

文部科学省「学校基本調査」より

 人口減少の中、建設業従事者の高齢化と若い入職者が極めて少なくなっている。

建設業の特性と課題
別途に請負制度特有の前渡金制度がある。

特性 建設産業は、３つの大きな特性がある。

・ 受注産業であり、見込生産ができない。
・ 工事原価が変動する要因が多い産業である。
・

高知県内で発生した国土交通省発注工事の官制談合事件を踏まえ、入札契約手続きを見直す内容で
は、入札書と技術提案書を同時に提出して入札予定価格の算出を入札書提出後に改めるとなっている
が、応札企業に、技術提案作成と積算業務が重なり、限られた時間と限られた人材の中で大きな負担を
かけることとなる。
また、地域建設企業の発注条件を有する監理技術者が落札決定までの期間、拘束が長期 (通常の技術
提案審査期間は、10～20日、競争参加資格確認結果の通知後、6日以内に入札、落札者決定となってい
る。)　となることで他工事への入札参加が制限される。

NEXCO西日本は、災害時に備え、地域建設企業との協力体制の実効性をたかめるため、24年11月1日
以降に入札公告を行う土木工事を対象に発注標準を見直し、現地の状況に精通した地域中小企業の参
入機会の拡大が図られた。

調査基準価格算定率

　 業界の大きな課題の１つとしてあげられるのが、若年者の建設業離れがあるが何年も前から予想され
ながら対応できていない。公共事業の削減、縮小傾向から計画的な職員(技術者・技能工)の採用や育成
に見通しが立ちにくい状況にあるほか、若手技術者の経験不足や技術の伝承に対する懸念、利益額の
縮小による育成経費の不足、技能工の確保と新規卒業者の中途退職など若手の育成・確保にも苦慮し
ている現状である。

高等専門学校 62.2%
高等学校 39.9%
合計 50.6%

建設投資ﾋﾟｰｸの平成4年対比

大学院 218.8%
大学・短大 57.1%

平成23年度は、実数ﾍﾞｰｽで建設業就業者数
のうち55歳以上が約10万人、29歳以下が約2
万人減少している。

一品生産の屋外産業であり、天候や自然条件、近隣環境対応すべき要因、制約に加えて工
期厳守など時間軸の制約がある。

　　　出来高払い制度も今後重要

成果物を造ること、発注者は買うとの概念も今一度考えることも !
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現状 公共工事の減少による受注競争激化で地域建設業者は体力が著しく劣化している状況である。

・ 受注競争激化による蔓延化する低賃金化。　　
・ 工事原価低減対策による現場配置技術者の人員削減と過度の負担
・ 現場技術者の労働環境の悪化による他産業への離職
・ 建設産業への入職が極めて少なく、若年オペレーターの確保が難しい。
・ 現在保有する重機等の再投資は、極めてキビシイ。

社団法人滋賀県建設業協会資料より

課題
・

・

・

・ 過当競争による落札価格の下落による現場への原価低減策。(現場への配置人員の削減他)
・ 新規学卒者の就職後３年以内の退職
・ 県、市町村の中途採用による若年技術者の流出。

対策

①

②

③

④

各ブロックとか地域の中、長期的な建設投資計画の公表・情報提供が必要であり、その情報
提供によって技術者、技能工の確保、人材育成に取り組む事が可能となる。また、重機等の
設備投資も可能となる。
また、将来企業の担い手となる若手技術者や技能工の労働環境の改善をする必要がある。例
えば、建設業以外は、概ね確実に休日が確保されているが、工程的に無理な工期設定での発
注もあり、ゆとりとは言わないが適正な工期設定での発注と、適正な必要利益の確保できる仕
組み。

受注工事高の安定  (時間のかかる職員の採用・育成のため中長期的な建設投資
計画の明示と実行)

発注時期の平準化と年間を通じた発注量の平準化　(年度末など発注時期の集中
による技術者不足等の解消)

技術者及び技能工の就業環境の改善  (建設業以外の業種と釣り合った休日等の
確保)

継続的に企業が生き残れる体力の再生　(必要な適正利益が確保できる施策)

建設業は、上記の３大特性があることと、加えて受注競争激化によることから、事業計画が立
案しづらい。また、公共事業の縮小傾向から計画的な職員の採用や育成に見通しが立ちにく
い環境である。

年度区分により工事工期が３月末になっていることにより、現場としては、契約工期を遵守す
るために、休日も返上し期日を守っていることが、若年技術者、技能工の離職原因の１つにあ
げられる。

( ○○社においては過去３年間の間に、２５歳から３０歳までの１級土木施工管理技
士資格者が６名が県、市町村の中途採用募集により、公務員となっている。)

若手の減少と定年退職者の増加が重なり、深刻な技術者不足に直面し、維持継続が困難と
予測される。

発注見込みがわかることで事業計画の立案が可能となり、計画的な対応が可能となる。また、
適正な必要利益により設備投資、技能工等の育成確保ができる。
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B.　地域の建設業として技術と経営に優れた企業が生き残れる環境整備と課題は?

現状 国土交通省の一般土木工事・建築工事ランク評価について

A等級 7.2億以上
B等級 3.0億以上～7.2億未満
C等級 0.6億以上～3.0億未満
D等級 0.6億未満
WTO物件 5.8億以上 ・・・・・・・・

現状

地域建設企業は営業エリアが限られている。(経営計画も営業戦略もエリア限定方針としている。)

課題
・ 零細企業から上場企業の公共工事に対応する経審ルールが同じ尺度で評価されている。

・

対策
・

・

・

許可業種のランク評価等級は、経審の総合評価値(P)点と技術評価点数を加算することで決
められている。

地域建設企業の営業受注エリアは、経営計画、経営戦略から希望するブロックエリアを評価
するランク評価の仕組みが必要。対象業者のヒアリングにより、前回、前々回は経過処置によ
り営業エリアを決めている。

将来の地域社会を考慮した適正な競争環境の整備が必要。
　 (希望エリア別経審とか、県内限定エリア経審とか?)　⇒評価につながる

優良評価企業は、例えば、現ランクから１ランク上のランクにチャレンジできる良質な競争の機
会を。また、基幹となる地域建設業者は施工能力、技術力も一段と成長している評価がある。
現在の土木Cランクの発注金額上限枠 ３億を５億程度とすることも !

左記のようにランク分けされている。

当初 7.2億以上が為替の関係(外部環境の変化)で6.9億⇒現
在5.8億と変化している。このことから上位ランク、Aランク業者
の参入しやすい環境となっている。

　 国土交通省直轄工事における深刻な低価格競争の状況は、落札価格が調査基準価格に
近づき続け、特に格付等級が上位になるほどこうした傾向が鮮明になっている。低価格競争
の要因は、発注金額や件数の減少も、等級によって差があるが建設投資の減少が続く状況に
適した制度改革も必要である。

建設投資が成長期においては、 ランクが上がることで成長した誇り、実感と仕事がたくさんあ
り、大きな喜びがあった。
しかし、現在の建設投資の著しい減少期においては、ランクが上がっても発注件数が少ない。
上位ランクは中小ゼネコンとの競争となり、受注が極めて困難、営業エリアが大きくなり企業存
続がむずかしい。地域建設企業の等級変更については、企業に対してヒアリングを実施し、意
向を確認すべきである。
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C.　我々地域建設業の主たる市場は公共工事である。望まれる企業とはどうあるべきか?

地域建設業は、地域が限定される地場産業である。
地元の雇用を確保すること

地元が市場であることから、地域に社会貢献している。⇒ 納税の義務を果たすこと

地元経済を引っ張ること

防災対応をすること

課題
・

・ 自然災害 (除雪も含む。) 対応と防災対応力の維持が困難となりつつある。

・

・

・ 公共工事の工事内容(中味・質的な)の変化

対策
・

・

・ 熟練技能工等の社会的地位の向上となる制度の推進。(例えば、建設マスター制度等)

・

・

 (新設、開発型から維持補修更新(保全)型に推移し、今後大きく増加する傾向があ
る。 )

公共事業の縮小傾向から計画的な職員 ( 技術者・技能工 )の採用や育成に見通しが立ちにく
い状況にあるほか、利益率の縮小による育成経費の不足、技能工の確保と新規卒業者、若
年技術者の中途退職など若手の育成・確保にも苦慮している。

地域建設業の原点は、技能工の確保、雇用による直営施工、及び直営重機、仮設資機材の
保有。また、災害応急対応では、オペレーター等の技量が重要になることから、入札時の評価
条件に反映できる工事の発注方式。

地域を支え得る足腰の強い建設産業の構築は、震災を経て明らかになった最も重要な課題で
あり、地域建設企業の疲弊が進む中、将来的にも地域を支え得る建設産業の構築に支障が
生じないよう、発注者も配慮する必要がある。
地域建設業者は、自然災害( 大洪水、大地震 )時の応急対応、緊急対応 (啓開対応が求めら
れている。) と地域特性である除雪対応etc に必要不可欠となる。また、各地域には適正な業
者数は必須となるため、優良な地域建設業者を評価し、インセンティブを与える等の対応。

優れた企業が生き残るだけでなく、地域に必要な企業が継続存続するような仕組み、評価も
必要。　まず、適正な必要利益が確保ができることである。

成長期に築造された構築物は経年劣化により、維持補修更新が今後増加することから、地域
は地域建設企業が守るため、「産・官・学」が共同してまず、調査点検から設計施工に至るまで
の勉強会、講習会を開催し、知識、技術の修得、維持補修の点検要領等を検討することが必
要。
また、地域の特性、過去の履歴を共有する地域建設企業は、地域診断できる。人間に例える
と人間ドック、町医者による健康管理と同じように、通常点検、補修等については、地域建設
企業に点検、補修、更新の範囲を決めて行うことで過去の履歴等を有効に生かすことができ
る。
よって、地域維持JVと考えることも重要である。
地域維持JVについては、発注者側にも大きなメリットがあり、行政の管理労力が大幅に低減
できる。運用に当たっては、複数年契約やロットの大型化など企業側にもメリットのある制度に
してもらいたい。地域建設業のメリットを生かし、維持管理、更新をいかに迅速に対応すること
である。

建設業界は、成長期から成熟期となり、また工事の中味(質の変化)は開発型から維持保全更
新型工事へと推移している。

地域建設業者においても、重機械、仮設機材や直営作業員も持たない中小ゼネコン化が進行
している。(平成15年頃の経審評価は設備投資しない業者が高く評価された経緯があることか
ら、重機の保有を減らし、リース使用する身軽な経営となったこと。)

緊急応急対応時には、一時的に安衛法を顧みず対応する技能が要求されることもある。よっ
て、熟練オペレーター(建設マスターなど)は、退職年齢をむかえてくることから、若年ｵﾍﾟﾚｰﾀｰ
の確保と技能、技量の伝承が緊急の課題となっている。
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・

D.　行政が求める地域建設業者とは? イメージは?

技術と経営に優れた企業とは、
まずは、「 マネジメント力 」であり、「 技術力 」、「 施工力 」のある企業

加えて
① 必要な機材、人員を確保できる企業

② 地域の災害履歴や危険度等について知見を有する企業
知識・技術と３現主義　(現場・現物・現実)

③ 大規模災害発生時等に地域においてリーダーシップを発揮できる企業

④ 技術者や機械、仮設資機材等を恒常的に確保している企業

地域維持について上記４項目を兼備えた企業が必要であると思われる。

まとめ

地域建設企業は、地域の自然災害対応は、使命と考えている。それは、郷土愛のある企業。
加えて経営者、および工事関係者の資質向上が不可欠となる。

自然災害を含む河川、道路であれ、規模に応じた、また、区域をを決めた調査、点検をする知
識・技術力をもつことで緊急時の地域精通度により速やかな対応が可能であると思われる。

地域の公共投資が大幅に減少する中、過去の成長期と同じ仕組みでは、各社は利益の減少
により、規模と組織の縮小が一段と進み企業の経営も縮小化となる。成長産業から成熟産業
へ、更に衰退産業への環境の変化の中、生き残るには過去の成長を否定することから、マネ
ジメント能力を高め、技術力、施工力、及び直営施工が基軸となる経営方針に取組んでいる企
業、または取組むことのできる企業であると確信している。

ダンピング対策は、「最低制限価格の引き上げ」を必要とするが、「不良・不適格業者の根絶」
が根本的な解決策だと考えられる。特に、県、市町村には「一括下請けしていないか、技術者
の配置や安全管理が適切かきちんと指導・監督、評価することである。
また、総合評価落札方式の「施工能力評価型」など技術提案を求めない総合評価方式の試行
には「やりすぎると不良・不適格業者の参入につながる」、品質確保のためにも一定量の条件
をつけるべきであると考えている。

何よりも最優先は、地域建設企業においても、安全は最優先事項で自社従業員、下請け作業
員等の現場で働く作業員の安全と生命を守る大切な責務がある。

災害発生時の応急、緊急対応にあたっては、地域建設企業の人的、機械的技術力、仮設資
機材の保有が必要不可欠であり、整備局、県、市町村と連携して迅速かつ円滑な対応ができ
るよう「建設業BCP計画」を作成、認定をうけ、大規模災害時には自らも被災することも考えら
れるが、そのなかにあっても必要な事業を継続し、被災した住民のために使命感を持って応
急、緊急対応が役割であることから、優良な地域建設企業が必要。
よって、大枠、主たる地域建設企業の守備管理エリアを決め、現状把握可能な仕組みを作る
ことも !
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1

1) ECI（Early Contractor Involvement）
別添「英国道路庁の道路整備スピードアップ手法」

2) フレームワーク（Framework）契約

3) 設計照査制度

2012.10.5
井上 雅夫

英国道路庁の調達手法の紹介
【資料集③】

2

英国道路庁の概要

英国道路庁（Highways 
Agency，HA）は、イング
ランドの高速道路、およ
び幹線道路、計6400km
を管理している。
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ECI,フレームワークの始まり

3

英国道路庁は、Delivering best value solutions 
and services (2001)で、以下の新しい契約方式
を導入する計画を示した。基本的考え方は、「サ
ステイナブル（sustainable）なサプライチェーンと
のパートナーシップにより事業を進める」、である。
・MAC
・ECI
・フレームワーク

ECIの目的、特徴

目的：事業期間の短縮

契約時期：予備設計前（事業の流れ参照）

事業規模：基本的に複数の工事がパッケージ
化され大規模となる。例えば、M1のJct.10-13
拡幅およびM1- A5リンク（2004年公告）は、
860億円（1ポンド＝200円換算）

入札：品質のみによる選定

4
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5

ECIによる事業の流れ

契約は予備設計前

6
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ECIの入札の流れ
・資格審査により5者を選定

・リスクワークショップ

HAと全ての指名業者がリスク
について共通認識を持つことが
目的。HAが用意したリスクマネ
ジメント表（Risk Management 
Schedule）の素案を用いて討議
され、リスクの項目および生起
確率（一部の項目）が修正され、
それがリスクマネジメント表案と
して配布される。

7

品質提案書の評価

8

評価項目（得点はA点、B点の低い方） Part A点 Part B点 得 点

顧客満足 プロダクト
1. 事業概要書に書かれた目的の達成

2. HAの予算および計画に基づく実施
3. 全ライフコスト削減策
顧客満足 サービス
4. 顧客満足度
5. 再作業の防止
コスト予測精度
6. 予測
7. 会計報告
工程の予測精度
8. 予測と管理
欠陥
9. 数の削減、その影響の軽減
安全
10. 道路利用者と作業員の安全
合計点

Part A：本業務での手法
Part B：証拠（Reality Check 
teamが担当）
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品質提案書の評価の実際

調達部（Procurement）のMr. Pat Haley（積算
士）に面談（2006）
・提案書の評価に約2か月

・提案書の評価は調達部の3人で行う

・予備設計前であるため、設計の手法など技
術的な内容はあまり提案されない。提案され
た場合には、技術部門の専門家にアドバイス
を求める。

9

リスクマネージメント表素案

10

リスクワークショップにおい
て、この素案のリスクの項目
および生起確率が見直され
る
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プロジェクトマネジメント国際標準ISO21500と
公共工事における

プロジェクトマネジメントの現状

2013年4月17日

鹿島建設株式会社

中山 等

【資料集④】

ご説明項目

• プロジェクトマネジメント（PM)とは

• PM国際標準ISO２１５００

• 国内土木（公共事業）分野でのPM

• 米国公共工事におけるPM事例

• まとめ
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プロジェクトマネジメント（PM)とは

プロジェクトマネジメント（PM)とは

• プロジェクトマネジメント（PM)とは、
新しいものではない。

– 太古のプロジェクトとしては、古代エジプトのピラ
ミッド建設がある。最近の研究によれば、巧みな
PMが行われていたことがわかってきた。

– PMとは、人類の誕生とともに始まったともいえる。

– 土木分野でも、以前からよく使われていると思わ
れている。

• ただし、ここでは過去数十年で知識体系とし
て整備されてきた「モダンPM」といわれるPM
を対象とする。
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プロジェクトとは

• プロジェクト

– 通常の業務にはおさまらない特定の目標を達成
するために、期間を限定して行なう一連の作業

• 「通常の業務におさまらない」＝「ユニーク」

橋を架ける、ビルを建てるといったことが日常の
業務である建設業界でも、架ける橋は一つひと
つ必ず違うし、サイトも環境も違う。そういう意味
では「ユニーク」

• 「期間を限定」＝「テンポラリー」

モダンPMにおけるPMとは

• 一連の技法、プロセス、システムを駆使して、

①時間

②資源（ヒト・モノ・カネ）

③スコープ（範囲）・品質

の３つの要素のバランスをとりながら、プロジェクト
を効果的に計画、実行、コントロールすることである。

• 様々な知恵・経験が分野を横断する形で蓄積され、
形式知として使われるようになったもの（暗黙知の
形式知化）

• 個別で属人的なPMと異なり、体系化されたもの

時間 資源（ヒト・モ
ノ・カネ）

スコープ（範囲）・品質
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モダンPMの歴史（１）

• モダンPMは、以下のスケジューリング技法の
アルゴリズムから始まった。

– 1956年に始まったデュポン社の工場停止プロ
ジェクトで、CPM（Critical Path Method:クリティカ
ルパス法)が開発された。

– 同時期に開発されたアメリカ海軍のポラリスミサ
イル開発プロジェクトでPERT(Program Evaluation 
and Review Technique:プログラム評価とレビュー
技法）が開発された。

• モダンPMは、科学的で定量的なもの。

モダンPMの歴史（２）

• 1960年代、米国のNASAや国防総省等のプロ
ジェクトを中心に急速に発展。

• この時、WBS(Work Breakdown Structure:作業
の分解）と、それに基づくコストと進捗のマネ
ジメント手法であるEVM(Earned Value 
Management:出来高による計画・管理）、構
成マネジメント、リスク、スコープ（範囲）、調達
マネジメント等、モダンPMの基礎的ノウハウ
が整理された。
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モダンPMとPM団体

• モダンPMの進歩は、以下のPM団体等の活動
によるところが大きい。

– IPMA（International Project Management
Association): 欧州に1965年設立されたPM団体が
発展したもの

– PMI(Project Management Institute): 米国で1969年
設立されたPM団体で、2013年3月現在、世界で約
41万人の会員と267の支部を持つ世界最大のPM
団体

モダンPMの標準
• 各PM団体が、それぞれの標準を発行
• 代表的な標準を以下に示す

– PMBOK Guide (A guide to the Project management Body
of Knowledge): 米国PMIが策定したPMの知識体系で、
第１版が1996年に発行され、2013年1月に最新版の第5
版が発行された。日本でも広く普及しており、PMのデ

ファクトスタンダード（事実上の標準）といわれることが
多い。

– ICB（IPMA Competence Baseline): IPMAが策定したPM
標準。

– APMBOK( APM Body of Knowledge): 英国プロジェクトマ
ネジメント協会のAPM(Association for Project
Management)が制定したPM標準で、2006年発行の第5
版が最新版。
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我が国のPM標準
P2M（プロジェクト＆プログラム

マネジメント標準ガイドブック）

• P2Mは、日本企業（および団体）の実務風土やメン

タリティ、産業文化に合ったプロジェクトマネジメント
知識体系と資格制度を確立するため、1999年に経
済産業省がエンジニアリング振興協会（ENAA：現エ

ンジニアリング協会）に委託する形で検討が始まり、
米国PMBOKや欧州ICBなどを参照しつつ、ハイブ
リッドなプロジェクトマネジメント標準として2001年
11月に初版が発行され、2007年11月に新版が発
行された。

PM国際標準ISO21500

概要

86



ISO２１５００までの
PMの国際標準化の歩み

• ISO/ＴＣ（Technical Committee)１７６ ＳＣ２
– 1989年検討開始
– 1997年ISO10006 （品質管理―プロジェクト管理における

品質の指針：Quality Management-Guidelines to quality
in project management）発行

• ＩＳＯ9000シリーズの支援ガイドライン規格として発行され、認知
度が低かった

• ISO/ＰＣ（Project Committee)２３６
– 2007年検討開始
– 2012年9月 ISO21500 （Guidance on project

management）発行

• 取組み開始から数えて、２４年程かけて、国際標準
化された

プロジェクトマネジメント
国際標準化フォーラム2012

（2012年11月28日）

• 本フォーラムにて、プロジェクトマネジメント国際
標準ISO21500の概要説明が行われた。

• 以下の3名の方の講演資料を用いて、ISO21500
の概要を示す。

– ISO21500国内審議団体代表 小川健司様（総括）

– PC236国内対応委員会委員 関口明彦様（第4章）
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ISO21500目次 ISO 21500:2012の目次より

関口委員
担当

ISO21500総括：小川代表担当

情報処理推進機構（IPA）
IT人材育成本部 本部長補佐
ISO21500国内審議団体代表

小川健司
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国際標準化の背景

• 経済のグローバル化に伴う国際プロジェクトの増
加

⇒ITアウトソーシング、グローバルJV

• リスクの増加
⇒共通用語の共有

• 各国の標準との整合の必要性
⇒PMBOK、 BS６０７９、DIN、 オーストラリア国内標準

プロジェクトマネジメント国際標準化

 経緯

• 英国BSI*1の提案により2007年2月” Project Management の標準化”が
決定され日本も参画することになった

• 2007年10月：第一回国際会議がロンドンで開催

議長国 : イギリス 幹事国 : アメリカ

• 国際会議は計6回開催され37ヵ国が参加

 概要

• デファクト標準となっているPMBOK *2代わるインダストリーや業種に依
存しないプロジェクトマネジメントの標準化

 IPAの位置づけ

• 国内審議団体（NSB *3)として日本を代表し国内意見の集約、国際会議
での日本に有利となる意見表明/投票活動

 ISO21500： Guidance on Project management 

2012年9月1日発行
*1:British Standard Institute（英国規格協会）

*2:Project Management Body of Knowledge(米国PMIのプロジェクトマネジメントに関する知識体系）

*3:National Standard Body(日本国の意見を代表する機関）89



PC236

国内対応委員会
委員長

WG 2 WG 3

プロセス ガイドライン

事 務 局

ＩＰＡ

国内審議機関
ＩＰＡ

経済産業省
JISC

機関委任

WG 1

用語

リーダー リーダー リーダー

・委員会設置

・委員委嘱

・ワーキンググループ設置

IPAの役割（国内体制）

委員名簿

氏名 所属

加藤 和彦 千葉工業大学 社会システム科学部 プロジェクトマネジメント学科 准教授

加藤 亨 千代田システムテクノロジーズ株式会社 常務執行役員

佐枝 三郎 社団法人情報サービス産業協会 標準化部会委員

鮫島 千尋 日本プロジェクトマネジメント協会 副理事長

坂本 圭司 株式会社竹中工務店 ワークプレイスプロデュース本部 副部長

○ 新谷 勝利 独立行政法人情報処理推進機構 ソフトウェア・エンジニアリング・センター
調査役

◎ 関 哲朗 文教大学情報学部 大学院情報学研究科/情報学部 教授

関口 明彦 富士通株式会社 購買本部 シニアディレクター

田島 彰二 日本電気株式会社 ＩＴサービス企画本部エクゼクティブエクスパート

冨永 章 PMラボラトリー 代表 元東京大学特任教授

中山 等 鹿島建設株式会社 海外土木支店 技師長

橋爪 宗信
株式会社ＮＴＴデータ 第二法人事業本部 法人ｻｰﾋﾞｽ&ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業部 部

長

増澤 一英 東洋エンジニアリング株式会社 プロジェクト管理部 チームリーダー

松本 照吾
株式会社 インフォセック コンサルティング本部 プリンシパルコンサルタン
ト

◎：委員長 ○：副委員長
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各国の戦略
• 米国
ANSI(PMBOK)をベースにした国際標準
プロジェクトにフォーカス
プロセスにフォーカス

• HowではなくWhatを

• 英国
BS6079-1：2002をベース

• 文書のベース
• オーバーアーチング コンセプト

• ドイツ
プロセスにフォーカス

• フランス/IPMA
PMの能力にフォーカス

• コンピテンシー

IPMA : International Project Management Association

日本の主張
• 日本国内の規格がスムーズに適合・反映できる国

際規格とする

すでにPMBOKなど国内の産業界で広く使用されている
標準と乖離したものにならないように議論に参加する

• 平準な標準文書

翻訳し易い文書、用語、文体を目指す

• 用語の充実

プロジェクトマネジメントに関する共通用語を増やす

• プロジェクトに関わる人材育成/スキルにフォーカス

コンピテンシーの議論に積極的に参加する
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ISO21500の今後

2012年
9月1日
発行

投票
方針決

定
WD CD DIS FDIS

2007.10

第1回
ロンドン

2008.4

第2回
ワシントン

2008.11

第3回
ドイツ

ミンスバッハ

2009.6

第4回
東京

2010.7

第5回

リオデジャ

ネイロ

2011.11

第6回

パリ

2007.1

TMB

PC236

TC258

• Project ,Program and 
Portfolio Management

• ISO21500のメインテナン

ス

2011/1

発

足

ＩＳＯ 21500
ＷＧ２ 総括報告

プロジェクトマネジメント国際標準化フォーラム2012

平成24年11月28日
PC236国内対応委員会

関口 明彦
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ＩＳＯ 21500 の概要
■ 全３６ページ 内プロセス説明で約20ページ

「Primary Input」と「Primary Output」でプロセスを表現

ISO 21500:2012の目次より

目次
まえがき ･･････ⅳ
序文 ･･････ⅴ
1. 適用範囲 ･･････1
2. 用語及び定義 ･･････1
3. プロジェクトマネジメントの概念 ･･････2
3.1 一般 ･･････2

3.12 プロジェクトマネジメントの概念とプロセスの関係 ･･････8

4. プロジェクトマネジメントのプロセス ･･････9
4.1 プロジェクトマネジメントのプロセスの適用 ･･････9
4.2 プロセスグループ及びサブジェクトグループ ･･････9
4.3 プロセス ･････13

附属書Ａ（参考）
サブジェクトグループに対応付けられるプロセスグループのプロセス ････31

・
・

サブジェクト
グループ

プロセスグループ

立上げ 計画 実行 コントロール 終結

統合

4.3.2 プロジェクト憲章の作
成

4.3.3 プロジェクト計画の作
成

4.3.4 プロジェクト作業
の指揮

4.3.5 プロジェクト作業のコ
ントロール

4.3.6 変更のコントロール

4.3.7 プロジェクトフェーズ
又はプロジェクトの終結

4.3.8 学んだ教訓の収集

ステーク
ホルダー

4.3.9 ステークホルダーの
特定

4.3.10 ステークホル
ダーの管理

スコープ

4.3.11 スコープの定義

4.3.12 WBSの作成

4.3.13 アクティビティの定義

4.3.14 スコープのコント
ロール

資源

4.3.15 プロジェクトチーム
の結成

4.3.16 資源の見積もり

4.3.17 プロジェクト組織の決
定

4.3.18 プロジェクトチー
ムの育成

4.3.19 資源のコントロール

4.3.20 プロジェクトチーム
の管理

タイム

4.3.21 アクティビティの順序
付け

4.3.22 アクティビティ期間の
見積もり

4.3.23 スケジュールの作成

4.3.24 スケジュールのコ
ントロール

コスト
4.3.25 コストの見積もり

4.3.26 予算の編成

4.3.27 コストのコントロー
ル

リスク
4.3.28 リスクの特定

4.3.29 リスクの評価

4.3.30 リスクへの対応 4.3.31 リスクのコントロー
ル

品質
4.3.32 品質の計画 4.3.33 品質保証の実施 4.3.34 品質コントロールの

実施

調達
4.3.35 調達の計画 4.3.36 サプライヤの選

定
4.3.37 調達の管理

コミュニケー
ション

4.3.38 コミュニケーションの
計画

4.3.39 情報の配布 4.3.40 コミュニケーション
の管理

プロジェクトマネジメントのプロセス関連テーブル

ISO 21500:2012の表1より 93



４．３ プロジェクトマネジメントのプロセス

①

②

③

ＩＳＯ 21500 発行の影響

急激にワークスタイルの変更を求められる事はないが、
ＩＳＯ 21500 の存在を踏まえた動きが徐々に浸透

（デファクトスタンダードではない）

ＩＳＯ 21500 の発行

世界統一標準の発行
（デファクトスタンダードではない）

ガイドラインとして発行

組織認証は実施されない

・用語、定義が統一されプロジェクト毎、国毎の方言がなくなる
・各ＰＭ関連団体が持つ各種標準はＩＳＯを踏まえて改版される、等

今後のＩＳＯの動向を注視し、ＰＭワークの改善を！

Copyright 2012 AKIHIKO SEKIGUCHI94



国内土木（公共事業）分野でのPM

建設省・国土交通省でのPM

• １９９９年6月21日建設省記者発表：

「公共事業へのプロジェクトマネジメント（ＰＭ）手法導入に
関するビジョン」について

– 我が国の公共事業へのPM手法導入に関するビジョン
（PMビジョン）を取りまとめた。その概要は次のとおり。

• 『公共事業の顧客は国民であり、かつ公共事業の真の
供給者も国民であるとの認識のもと、プロジェクトマネ
ジメント（PM）手法を導入し、良質な社会資本を低廉な
費用で整備・維持するとともに、あわせて国民に対して
説明する責任を果たす。』

• PM手法の標準化、業務プロセスの検討、PM資格制度
の導入、PM教育と普及の実施等の検討を実施する。

• 2009年9月国土交通省国土技術政策総合研究所
研究成果公表
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国総研における研究成果

プロジェクトマネジメントの手引き

第1 編 基礎編

第２編 導入準備編

第３編 運用実践編

２００９年９月

国土技術政策総合研究所

建設マネジメント技術研究室

国交省国土技術政策総合研究所における
PMへの取組み
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国土交通省におけるPM業務

国土交通省では、国土交通省直轄事務所にお
けるPM支援業務を先端建設技術センター等に
委託して、PM業務を実施している。

先端建設技術センターにおけるPM
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プロジェクトマネジメント（PM)の推進

公共事業に

活用するための
３つのポイント
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米国公共工事におけるPM事例

－CPM工程表による工程管理－

米国A州B市浄水場工事（１）

• 主要契約関係者

– 発注者：B市

– 元請 ：C社

– 下請 ：D社

• 工程に関する主要契約事項

– CPM工程表にソフトウェア・プリマベーラを使用し

て、主要な情報を契約関係者間で共有して、協
議しながら工事を進める。

99



CPM
（Critical Path Method)

• 欧米においては建設工事にともなうクレームという行為は、決
して異常なこととは考えられておらず、クレームとはまったく正
常なことであって、工事を施工すればクレームが発生するの
はあたりまえという認識がある。

• 欧米のクレームも日本の設計変更もその本質と究極の目的
は一致。

• クレームという行為には証明(Proving)と確認・検証
(Identification)という行為が絶対に必要。

• CPMが欧米で確立された社会的背景には、頻繁に発生するク
レームをより正確に証明・評価するためには、棒工程表では
不充分であるという認識があった。

• CPMによる工程管理の重要な一面はクレームの立証にある。
• クレーム処理においてCPM工程が果たす重要な役割が無視さ

れたまま、CPMによる工程管理思想が日本に導入されたきら
いがある。

米国A州B市浄水場工事（２）

• 発注者・元請間の工程に関する契約事項
– コスト情報を入力したCPM工程表を含めて契約

• 元請・下請（複数）間の工程に関する契約事項
– CPM工程表（できればコスト情報込）を含めて契約

– 下請からのCPM工程表にコスト情報が入っていなけれ
ば、元請でカバーして、発注者と契約

• 三者による契約CPM工程表情報の共有
– 契約CPM工程表をベースラインCPM工程表と呼び、こ

の工程表に対して遅延が生じた場合に、それがいずれ
の契約関係者の責任かを協議して、契約金額の変更
のネゴにより決めていく → 契約変更の係争化の防止
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米国A州B市浄水場工事（３）

• 発注者・元請・下請それぞれにCPM担当者を配置
– 各CPM担当者の資格要件も明確にして、情報共有が確

実に機能するようにしている

• 合理的にWBS階層・アクティビティを設定
– すべての基本となるのが、WBS階層とアクティビティとな

るので、それらの合理的な設定が非常に重要

• アクティビティ番号と支払細目番号の共通化
– ベースラインCPM工程表のアクティビティ番号と支払細

目番号を共通化し、関係三者の支払処理の省力化・合
理化を図っている

– 番号の共通化などフォーマットの共通化をし、下請から
上がってきた情報を元請が取りまとめ、発注者に月次
報告をし、支払処理を合理化している

まとめ
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これからの国内公共事業でのPM（試案）

• これまでの国内公共事業でのPM(限定的)
– 発注者：発注者だけのPM

– 受注者：日本的マネジメント

• これからの国内公共事業でのPM（試案）
– 受発注者で情報・計画を共有するモダンPM

（1999年建設省PMビジョン？）

設計変更の根拠を共有

①スコープ・コントロール検討（案）

②スケジュール/コスト・コントロール検討（案）

③リスク・コントロール検討（案）

お知らせ

シンポジウム：拡大するプロジェクトマネジメント国際標準の
現状と今後の展望

～土木・建築及びエンジ分野の現在と

国際標準化の最新動向～

主催：ISO/TC258国内委員会
プロジェクトマネジメント学会／日本規格協会

日時 ：2013年5月23日（木）13：45～17：00

場所 ：都道府県会館 101大会議室

（千代田区平河町）

定員 ：160名

参加費：無料

参加申込は、日本規格協会ホームページから

（今月下旬受付開始予定）
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ご清聴ありがとうございました。
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0

欧米の入札制度 －日本との比較・日本への示唆－

２０１３年０６月０３日

土木学会 建設マネジメント委員会 公共事業執行システム研究小委員会

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング 経済・社会政策部 大野泰資

【資料集⑤】

1

１．各国における建設業・公共工事の規模比較

 大きな経済規模・低い労働生産性

 欧米では、電気工事や機械工事に専門特化した中小建設業者が多く、日本のゼネコンのように建設機械設備をフルセットで装備した

ゼネコンは少ない。

 経済規模（GDP）に占める建設業・公共工事の割合は、欧米諸国よりも日本の方が大きい。

 建設業就業者１人あたりの労働生産性は、欧米諸国よりも低い。

１ドル＝125.4円、１ポンド＝187.9円、１ユーロ＝118.0円、１クローナ＝12.9円で換算 （調査時点当時のレート）

（資料）OECD , National Accounts of OECD Countries, Volume.Ⅱa・Ⅱb, 2004

単位：10億円
アメリカ イギリス フランス ドイツ スウェーデン 日本

人口 （千人） 288,240 59,207 61,237 82,482 8,925 127,435

GDP　(a) 1,307,692
対GDP
比率 196,073

対GDP
比率 180,169

対GDP
比率 249,034

対GDP
比率 30,229

対GDP
比率 498,102

対GDP
比率

うち建設業 (b) 121,867 9.3% 15,366 7.8% 15,615 8.7% 25,432 10.2% 2,069 6.8% 65,095 13.1%
うち公共工事 (c) 32,927 2.5% 2,520 1.3% 5,556 3.1% 4,049 1.6% 986 3.3% 23,374 4.7%

就業者数 (d)      　　  (千人) 147,721
対就業者
数比率 29,526

対就業者
数比率 24,887

対就業者
数比率 38,671

対就業者
数比率 4,353

対就業者
数比率 65,299

対就業者
数比率

うち建設業 (e)　　　（千人） 8,594 5.8% 1,290 4.4% 1,493 6.0% 2,427 6.3% 242 5.5% 6,460 9.9%

14.2 11.9 10.5 10.5 8.6 10.1
建設業労働生産性 (b/e)
（百万円／人）
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２．各国における公共調達制度改革の背景

 アメリカ

 伝統的には、連邦調達では封印入札（Sealed Bidding）方式

– 最低価格入札者が落札

– これ自体は、最も透明性・競争性の高い入札方式

– しかし、落札後、頻繁な契約変更が発生。意図的な低価格入札と契約後の膨大な変更を通じた価格上昇が常態化

– 政府の当初予算額を超過、工期の遅れも頻発

 ベスト・バリュー（Best Value）概念の誕生

– 価格、実績、技術力、財務能力を重視

– 最低価格調達の場合よりも、長期的な費用削減が可能に。

 イギリス

 米国同様、従来は最低工事価格を重視

– 安値受注と、「クレーム文化」を通じたその後の契約変更が頻発。

– 予算超過と工期延長、十分な性能を持ち合わせない完成物

 発注者と受注者の間でリスクと報酬を分担へ

– PPP（Public Private Partnership）を通じたVFM（Value for Money）の追求

– 伝統的な設計・施工分離発注から、PFI、プライムコントラクティング、設計施工一括発注方式が推奨されている。

3

２．各国における公共調達制度改革の背景（つづき）

 フランス

 EU指令発効前の2001年3月以降、経済的に最も有利な札を落札

– これ以前は、価格競争入札を実施

– 現在では、価格競争のみによる競争は行われていない

 官主導の下、民間技術の活用が進展

– 設計施工一括発注方式

– 競争的交渉手続きの導入

 ドイツ

 EU指令発効前から経済的に最も有利な札を落札

 州レベルでのEU指令の解釈、公共契約規則の解釈にズレ

– 「公共契約規則」の厳格な運用重視へ

 スウェーデン

 地方分権・地方自治の先進国。

– 小規模自治体では、公共調達法（LOU）の運用が不十分

 地方分権・地方自治の先進国。 EU指令や公共調達法を遵守した調達制度の浸透を推進。

105



4

２．各国における公共調達制度改革の背景（つづき）

 日本

 会計法・地方自治法－少ない融通性－

– 一般競争入札・指名競争入札（、および随意契約）が基本。

– 贈収賄事件・談合の多発を受け、一般競争入札の本格化 、指名競争入札の改善

 入札契約適正化法（2001年）・公共工事の品質確保法（2005年）

– 公共工事に対する総合評価落札方式の導入

– 民間技術力・技術提案を活用した契約方式の導入

– 設計施工一括発注方式

– バリューエンジニアリング方式

5

３．各国における公共工事の入札・契約方式の類型

 アメリカ

 連邦調達規則（Federal Acquisition Regulation: FAR）。所管はOMB。1997年に大幅改訂。

– 簡易調達手続き

– 限度額以下の工事、物品、研究開発、サービスの調達。少数民族や中小企業、女性オーナー企業の受注機会改善にも適用。

– 封印入札

– 最も一般的かつ伝統的な入札方式。透明性、競争性に勝るが、落札後の契約方式が頻発。

– 交渉入札（Competitive Negotiated Proposals）

– ベストバリューの追求。時間、価格以外の要素等が重要な要素の場合に適用。

– 契約決定前に入札を改訂する改訂する機会が認められている。

– 設計施工一括発注方式での利用が多い。

 落札基準

– 交渉入札（ベストバリュー追求）の場合

– 価格・品質・過去の実績の３要素は必須。その他、経営管理、人的資格など。

– 定量化・点数化よりも、ストーリー的（narrative）記述を重視。会計検査院も定性的記述説明を推奨。

 交渉の可否

– ベイクオフ過程

– 入札業者へ個別に設計情報や重視評価項目を提供し、実施可能性や改善提案を募る過程。

– 他社提案分は非公開のため、提案に競争原理が働きやすいと言われている。

– 入札業者へは対価の支払いあり。
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 EU諸国

 EU指令2004/18/EC

– 従来の物品（93/36/EEC）、サービス（92/50/EEC）、公共工事（93/37/EEC）の調達規則を統合。

– 公開手続 ≒ 一般競争入札

– 制限手続 ≒ 公募型指名競争入札（5~20者）

– 交渉手続（例外的。事前の価格評価が困難、入札不調、技術的・芸術的要件により特定業者のみの場合等。3者以上）

– 競争的交渉手続（2004年に追加）

 落札基準

– 最低価格

– 経済的に最も有利な札（the most economically advantageous tender）

– 価格、工期、維持費、採算性、技術的メリット、ライフサイクルコスト等。評価要素とそのウェイトを事前公表。

 交渉の可否

– 発注者が仕様を明確に規定できない場合など、ルール上は、「競争的交渉手続」の導入により明確に位置づけられたが・・・。

３．各国における公共工事の入札・契約方式の類型（つづき）

7

３．各国における公共工事の入札・契約方式の類型（つづき）

 イギリス

 公共工事契約規則（PWCR）

– 公開競争手続

– 制限競争手続 （→ 最も推奨されている）

– 交渉手続（競争的交渉と非競争的交渉）

 落札基準

– 最低価格 （最低価格による落札は、単純工事を除き認められてない。 ）

– プロジェクトのライフサイクル全体でVFMが最大のもの ≒ 経済的に最も有利な札

 交渉の可否

– 競争的交渉手続においては、複数の業者と交渉を行う。

– 公開競争手続、制限競争手続の場合であっても交渉の要素を採り入れ

– 複雑な工事、市場未成熟等の場合は、仕様について入札後でも交渉を行うケースあり。

– クレーム文化をなくすため。
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 フランス

 公共契約法典（CMP）

– 入札手続（公開型と制限型）

– 公共工事、サービス調達では制限型、物品調達は公開型が主流。パフォーマンスに基づく入札注の場合は、常に制限入札。

– 交渉手続 （例外的。緊急性、入札不調、技術的・芸術的要件）

– 競争的交渉手続 （発注者が技術を特定できない場合。法的・財政的に複雑な構築物）

– 価格低下目的だけの交渉は不可。

 落札基準

– 経済的に最も有利な札

– 評価要素の順位付けは公表されるが、点数化は行われていない。

– 最低価格のみによる落札基準は採用していない

 交渉の可否

– 原則不可

– 交渉手続の場合は例外的に認められる。競争的交渉手続の場合は認められている。

３．各国における公共工事の入札・契約方式の類型（つづき）

9

 ドイツ

 建設工事発注契約規則（VOB）

– 公開方式 （限度額未満の場合は「一般競争入札」） → 件数・金額ともに主流。

– 非公開方式 （限度額未満の場合は「制限競争入札」）

– 交渉方式 （限度額未満の場合は「随意契約」。ただし、1者のみとの交渉は不可。複数者との交渉が必須。）

– 専門発注・分割発注による中小企業への応募機会を確保 ≒ 競争促進との考え方

 落札基準

– 経済的に最も有利な札

– 評価要素、ウェイトは事前公表

– 経験的に、経済的に最も有利な札≒最低入札価格。連邦会計検査院の調査結果もこれを支持。

– VOBの厳格な運用が経済的に最も有利な札の選定につながる、との立場。

 交渉の可否

– 原則不可

– 交渉方式や随意契約では価格、公示内容のすべてについて交渉可能。入札内容の変更も有り得る。

３．各国における公共工事の入札・契約方式の類型（つづき）

108



10

 スウェーデン

 公共調達法（LOU）

– 公開手続 （限度額未満の場合は「簡易手続」）

– 制限手続 （限度額未満の場合は「指名手続」）

– 交渉手続 （限度額未満の場合は「直接調達」）

 落札基準

– 最低価格

– 経済的に最も有利な札

 交渉の可否

– 原則不可

– 限度額未満の「簡易手続」「指名手続」では、仕様を揃えるための交渉は可能。ただし、公表が必要。1社のみとの交渉は不可。

３．各国における公共工事の入札・契約方式の類型（つづき）

11

 日本

 会計法・地方自治法

– 一般競争入札

– 指名競争入札

– 随意契約

 落札基準

– 最低価格

– 総合評価落札方式

 交渉の可否

– 原則不可。会計法上、交渉方式は存在しない。

– ただし、独法等での実施例はあり。

３．各国における公共工事の入札・契約方式の類型（つづき）
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4．各国における多様な入札・契約方式の導入の例

アメリカ

 設計・施工一括発注方式

 インセンティブ契約

 CM方式

イギリス

 PPP・PFI

 プライムコントラクティング

 設計・施工一括発注方式

 枠組協定（フレームワーク・アグリー
メント）

フランス

 コンセッション方式

 パフォーマンス/バリエーション方式

ドイツ

 付随入札・代替案

 PPP・PFI

スウェーデン

 調整発注方式

 PPP

日本

 設計施工・一括発注方式

 VE方式

 総合評価落札方式

 PPP・PFI

13

4．各国における多様な入札・契約方式の導入（総括表）

日本 アメリカ EU
１．基本法令・規則 EU指令（2004/18/EC）

工事総額624.2万ユーロ以上が対象

指名競争入札や談合等による
競争性の欠如

最低価格で受注後、施工段階での
契約変更を通じて工事コスト増が常
態化

－

３．現在の入札契約制度

基本型

①一般競争入札
②指名競争入札
③随意契約

①簡易調達手続
②封印入札（Sealed Bidding)
③交渉入札(Negotiated Procedure)

①公開競争手続
②制限競争手続
③交渉手続
④競争的交渉手続

(1)限度額以上
①公開手続
②制限手続
③交渉手続

(2)限度額未満
①公開手続
②制限手続
③交渉手続

(1) 限度額以上
①公開方式
②非公開方式
③交渉方式

(2) 限度額未満
①一般競争入札
②制限競争入札
③随意契約

(1) 限度額以上
①公開手続
②制限手続
③交渉手続

(2) 限度額未満
①簡易手続
②指名手続
③直接調達

（備考）

入札方式に関係なく完全公開競争
（full and open competition）が原則。
伝統的には②、近年は③が主体。
②の場合、二段階選定が行なわれ
ることが多い。（第一段階で技術提
案の評価。要件を満たした応募者の
み第二段階で封印入札）
入札方式・契約方式を多様に組み合
わせることが特徴。

①②が基本、③は例外的（事前価
格評価困難、入札不調、緊急性、
技術的・芸術的必要性等の場合の
み）
④を新設

交渉の可否 認められていない ③の場合可。 ③④の場合可。 可能。入札後に行う場合もある。

一部の独立行政法人や地方
自治体では試行実績あり

ベイク・オフ(bake-off)やインセンティ
ブ付与を行うことが多い。

－ ①簡易調達手続≒随意契約 ①公開競争手続≒一般競争入札
①公開方式
　≒一般競争入札

①一般競争入札
　≒一般競争入札

①公開手続
　≒一般競争入札

①簡易手続
　≒一般競争入札

②封印入札≒一般競争入札 ②制限競争入札≒公募型指名競争
②非公開方式
　≒公募型指名競争
入札

②制限競争入札
　≒公募型指名競争入
札

②制限手続
　≒公募型指名競争入
札

②指名手続
　≒公募型指名競争入
札

落札基準 最低価格
②は最低価格
③はベスト・バリュー（Best Value）

①最低価格
②経済的に最も有利な札

（備考） 総合評価方式も一部で開始。 ②経済的に最も有利な札≒総合評
評価要素とウェイトは予め公示
が必要
評価方法は除算方式が多い。

評価要素とウェイトは予め公示が
必要

評価要素とウェイトは予め公示が必要 評価要素とウェイトは予め公示が必要 評価要素とウェイトは予め公示が必要 評価要素とウェイトは予め公示が必要

４．その他の特徴
インセンティブ契約 入札時VE、契約後VEが行な

われることがある。
多様なインセンティブ契約が入札方
式と組み合されて用いられる。

特に規定はない

（備考）

PPP 1999年よりPFI開始 ガイドラインを作成 ・ＰＦＩ コンセッション方式 資金調達・回収方式別に多種類 実施済みは一例のみ（空港までのA-train）
・プライムコントラクティング アフェルマージ方式
・設計施工一括発注

設計と施工 分離発注が原則 契約はケース毎に異なる。 特に規定はない 伝統的には設計施工分離 分離発注が原則 分離発注が原則
一部で設計施工一括発注 ①設計施工分離発注方式 近年は、設計施工一括も推奨 工区別の分割発注が原則

②設計施工一括発注方式
交渉入札の場合②が多い。

CM方式 国の直轄工事で試行中。 長年、活用されている。 あまり用いられていない。 存在せず 存在せず
一部の地方自治体でも採用 ピュア方式とアットリスク方式がある

予め、公告されている場合、以下の入札が可能 予め、公告されている場合、以下の入札が可能

・代替案

②ベストバリュー分析は、記述による
定性的な選定説明書
評価要素とウェイトは予め公示が必
要

大きな問題は発生していない。価格入札を
廃止し、民間技術の活用へ転じつつある。

②は例外的（事前価格評価困難、入札不
調、緊急性、技術的・芸術的必要性等の場
合のみ）

①の場合、価格と工事内容の妥当性を問い
合わせることのみ可。見積り等に明白な誤
りがある場合を除き、入札内容の変更は不
可。

・②③はすべて可
・コンセッション事業者選定は交渉方式

23万ユーロ～590万ユーロ
①入札手続
②交渉手続（例外的）
③競争的交渉手続
23万ユーロ未満は任意

近年、多様な入札・契約方式
の導入が進んでいる。

５．その他

契約後VEは公正でないとの理由により、原
則的に存在しない。

②では、コスト節減額はすべて発注者に帰
属

調整発注方式（ピュアCM方式と類似）

2004年４月物品、サービス、公共工
事調達を一本化した改正指令発効

道路では、コンセッションモデル、Ａモデル、Ｆモ
デル、トラック通行料徴収モデルの４種

・付随入札（業者の任意の提案）
・代替案（発注者指定の提案）

分離が原則
ただし、パフォーマンス方式の一形態とし
て、一括発注も存在する。

①最低価格入
②経済的に最も有利な札

②経済的に最も有利な札≒総合評価

日本の入札・契約方
式との類似性

２．これまでの入札契約
制度における特徴と問題
点

①公開手続≒一般競争入札

②制限手続≒公募型指名競争入札

近年の推奨契約方式（原則）
発注者と受注者は敵対からパートナーへ
①PFI（or PPP）
②設計施工一括（デザイン・ビルド）
③元請一括（プライム・コントラクティング）
④枠組み協定（フレームワーク・アグリーメ
ント）

最低価格で受注後、施工段階での契約変
更を通じて工事コスト増が常態化（クレー
ム文化）

①最低価格
②経済的に最も有利な札
VFMの最大化が原則

経済的に最も有利な札

ドイツ スウェーデン

①②が基本、③は例外的（事前価格評価困難、
入札不調、緊急性、技術的・芸術的必要性等の
場合のみ）

①②が基本、③は例外的（事前価格評価困難、
入札不調、緊急性、技術的・芸術的必要性等の
場合のみ）

建設工事発注契約規則（VOB） 公共調達法（LOU）

大きな問題は発生していない。州政府の独立性
が強いため、ＥＵ指令に職員が精通しないケー
スがある。VOBの厳格な運用が課題。

地方自治が強く、全国レベルでのLOUの統一的
運用が課題。

会計法 連邦調達規則（FAR）

イギリス フランス

公共工事契約規則（PWCR） 公共契約法典（CMP）

①入札手続
　≒一般競争入札 or 公募型指名競争入札

②経済的に最も有利な≒総合評価 経済的に最も有利な≒総合評価

①、②の場合、価格と工事内容の妥当性を問い
合わせることのみ可。見積り等に明白な誤りが
ある場合を除き、入札内容の変更は不可。

①、②の場合、各社の仕様を揃えるための交渉
は可能。

③の場合は、交渉による入札内容の変更可。た
だし、１社のみに対する交渉は禁止。

③の場合は、交渉による入札内容の変更可。た
だし、１社のみに対する交渉は禁止。

経済的に最も有利な≒総合評価

経済的に最も有利な札

民間委託が主流のため、あまり用い
られていない。

特に規定なし
（予め公告されていれば、代替提案は可）

特に規定なし
（予め公告されていれば、代替提案は可）

VEの類似方式として、
①パフォーマンス方式
②バリエーション方式

契約後VE的な考え方は公正でないとの理由に
より、原則的に存在しない。

契約後VE的な考え方は公正でないとの理由によ
り、原則的に存在しない。

各契約方式の中の諸段階で手順として踏
まれている。
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5．本稿のまとめ： 入札契約方式の方向性 － アカウンタビリティ－の確保とVFMの追求 －

 アメリカ・イギリス （相対的に官の技術力が低い国）

 民間技術の活用を重視せざるを得ない

⇒ 交渉方式や設計施工一括方式により、初期段階から民間事業者を参画

– 透明性の高い競争を確保しつつ、VFMを追求

– アメリカでは、ベイクオフにより依然として競争を重視。

– イギリスでは、PPPにより、クレーム文化から官民パートナーシップへの転換を模索。

 フランス・ドイツ・スウェーデン （相対的に官の技術力が高い国）

 官側がより柔軟に調達を可能にする方法を追求

⇒ 制度の厳格な運用を維持

– 官の影響力を保持した上でのVFM追求

 日本 （官の技術力が高く、官民が協力的な国）

 官民の高い技術力を保持した上でのアカウンタビリティーの確保

⇒ 発注プロセスの透明化

– 官の影響力を保持した上でのVFM追求

（相対的な）官の力

フランス

ドイツ 日本

スウェーデン
ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨ- VFMの追求
の追求

アメリカ

イギリス

（相対的な）民の力

理想的な
公共調達

制度

15

 価格重視・交渉軽視

– イノベーション促進手段としての公共調達制度の認識が欠如

– 調達価格の低下に偏重

– 応札者との交渉による課題解決プロセスの欠如

– ただし、欧米でも透明性・競争性の確保は課題

 官民双方に対するインセンティブの欠如－インセンティブなき競争－

– 価格競争（入札時）と実費精算（完了時）との間の制度矛盾

 欧米では、・・・

– 米国におけるインセンティブ契約 （右図参照）

– ドイツにおける付随入札（応札者側からの任意の提案）

– 枠組み契約（フレームワーク・アグリーメント）

– 供給者の長期固定を避けるためEU指令では期間3年未満に限定

– 官に対するインセンティブも必要

– 英国における人事評価報酬、省庁予算の拡充など

 ただし、欧米の公共調達制度変更の趣旨や背景を理解しないままの追随では機能し難い

 求められる技術提案型企業・課題解決型企業

6．考察 －日本の公共調達制度の課題と改善の方向性－

ドル

B 14 P
＊

12

10

A 8 P

6

4

2 P
**

O 0
70 80 90 100 110 120 130

物件費

報
酬

（
フ
ィ
ー

）

物件費
報酬

（フィー）
計

発注者支払
受注者報酬

当初比
発注者支払

当初比
P（当初） 100 8 108 － －

P
* 70 14 84 ＋6 －24

P** 130 2 132 －6 ＋24
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■ 補足

 EU指令（2004/18/EC）で認められている入札方式 （P6）

– ①公開手続（Open Procedure）

– ②制限手続（Restricted Procedure）

– ③交渉手続（Negotiated Procedure）

– ④競争的交渉手続（Competitive Dialogue）

– 特に大規模で難易度が高く、発注者が仕様を詳細に決め得ない工事

物品・サービス 限度額（ユーロ）

中央政府 130,000

上記以外

（地方政府、公益企業、基金等） 200,000

公共工事

全政府機関 5,000,000

 CM（Construction Management）方式 （P12）

＜ピュアＣＭ方式＞ ＜アットリスクＣＭ方式＞

発注者

ＣＭＲ 設計者 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

専門工事業 専門工事業専門工事業

発注者

ＣＭＲ 設計者 ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

専門工事業 専門工事業専門工事業

：CM契約  ：設計・施工契約  ：マネジメント

＜2012年度の限度額（threshold）＞

 ご質問・お問合せ先

メールアドレス taishi@murc.jp
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財政健全化と両立する
公共事業のあり方

土居 丈朗

（慶應義塾大学経済学部）

http://web.econ.keio.ac.jp/staff/tdoi/

【資料集⑦】

© Takero Doi. 2

グロスの政府債務残高対GDP比

資料：OECD Economic Outlook
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© Takero Doi. 3

日本国債の国内での消化余力

出典：土居丈朗編著『日本の税をどう見直すか』日本経済新聞出版社を改訂

 近年、家計資産と政府債務の差は縮小の一途

 直ちに財政破綻になるものではないが、国際的金利裁定が働き、従来のよ
うな低金利では日本国債を発行できなくなる恐れ

0%

50%

100%

150%

200%

250%

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010

日本の一般政府債務と家計資産（対ＧＤＰ比）

家計金融純資産対GDP 一般政府総債務対GDP
（年度）

（注）各年度末の数値。

（出典）日本銀行「資金循環統計」(2011年9月末速報値)、内閣府国民経済計算（1980～93のGDPは2000年

基準・93SNA、1994年以降のGDPは2005年基準・93SNA）

中長期の経済財政に関する試算（2013年8月）

• 経済再生ケース：「日本再興戦略」で掲げられている
政策を実行。消費税率引上げは予定通りを想定

© Takero Doi. 4
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中長期の経済財政に関する試算（2013年8月）

• 消費税率を10％に引き上げても、2020年度に
基礎的財政収支の黒字化は実現しない

© Takero Doi. 5

日本の財政の将来見通し

出典：土居丈朗編著『日本の財政をどう立て直すか』日本経済新聞出版社

前提・・・経済成長率は2%、社会保障費は、社会保障改革に関する集中検討会議
「社会保障に係る費用の将来推計について」（2011年6月2日）に基づき予測

© Takero Doi. 6
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政府収入総額（自然増収予測） 利払費除く政府支出（予測）

2010年：32.9%

2010年：38.5%

差：6.9%
（消費税率換算で約14%）
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財政政策の機能（１）

• 財政の機能
① 資源配分機能

② 所得再分配機能

③ 経済安定機能

公債発行を伴う財政政策の考え方

• ケインズ政策…経済安定機能

• 課税平準化政策 …資源配分機能

© Takero Doi. 7

異時点間の課税政策
• 課税平準化政策…Barro (1979)

現在から将来にかけて増減する政府支出を所与とし
て、資源配分に歪みを与える租税が存在するとき、
異時点間の税率は、時間を通じて一定の税率で課す
のが、課税に伴う超過負担（死荷重：経済活動を阻
害する度合い）を最小化にできて望ましい。

課税による超過負担を抑制

→異時点間の資源配分を効率化

※課税に伴う超過負担（経済活動を阻害する度合い）の大
きさは、（限界）税率の２乗に比例する

Barro, R., 1979, “On the Determination of the Government Debt,” Journal of Political 
Economy vol.87, pp.940-971.

© Takero Doi. 8
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9

課税平準化理論（イメージ）
better worse

超過負担： 超過負担：

税率

時間

現在 → 将来

税率

時間

現在 → 将来

同じ要調達額（割引現在価値）

10%

5%

15%

税率が15%の時
は、税率5%の時よ

り９倍の超過負担
が生じる増

税
先
送
り

１

４

９

４

８ ＝４＋４ １０ ＝１＋９

税率５％のときの超過負担を
１と基準化すると・・・

© Takero Doi.

財政政策の機能（２）

• 財政支出の乗数効果の盲点
– 乗数効果

乗数 限界消費性向cが0.8のとき、乗数は５

→ 財源を全て国債発行で賄ったときに限る

– 均衡予算乗数の定理

財政支出の財源を全て租税で賄った場合、財政支出の乗
数は１となる

上記には、クラウディング・アウト効果は含まれていない

– 上記の乗数の大きさは、金利の変動を考慮すると効果は小
さくなる

c1

1

© Takero Doi. 10
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財政政策の機能（３）

• 財政支出の乗数効果の盲点（つづき）
– 乗数効果が大きいなら、どんどん財政政策で景気対策を…

といっても、大きい乗数効果は財源を国債発行で賄ったと
きに限る

– そんなに国債を大量に発行できるのか？

• 近年における主流の経済学の論調

短期的な景気対策は、財政政策よりも金融政策で
行うのが効果的

– 年１度（２度？）の予算編成よりも、月１度の金融政策決定
会合の方が、機動的に対応可能

© Takero Doi. 11

財政政策の機能（４）

• 財政政策にしかできないこと

① 資源配分機能 （必要な公共サービスの提供）

② 所得再分配機能 （所得格差の是正）

• 日本の財政制度の特徴

– 中央政府による大規模な地域間所得再分配政策

– 地方政府が大きな役割を担う社会保障政策

→ 他の先進諸国に類を見ない

少子高齢化、震災復興で、運営の難易度アップ

© Takero Doi. 12
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「公共性」とは何か（１）

• 公共経済学における定義

– 公共財とは、非排除性と非競合性を持つ財

– 非排除性があると、対価を払わずに便益が受けられ
る人が出る

→ 外部性（市場を通さずに便益や不利益を受け渡し
する）

– 市場の失敗の一因

他には、

• 独占・寡占（市場における価格支配）

• 情報の不完全性

• 不完備市場
© Takero Doi. 13

「公共性」とは何か（２）

• 低利資金の活用

– 公共性の高い事業は、営利事業になじまない・・・と
は？

– 問題の核心は何か？

– 要するに、非排除性があるために、便益を受けたが
対価を支払わない人がいるため、便益に応じた負担
を求めることができず、その分の費用が回収できな
い

– 費用便益分析でＢ／Ｃ＞１ならば、便益に応じた負担
を求めれば費用を金銭的に回収できるはず

© Takero Doi. 14
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「公共性」とは何か（３）

• 低利資金の活用（つづき）

– 公共性の高い事業は、営利事業になじまない、という
説明だと・・・

– 漫然と事業運営を行い、費用回収を怠ったために、
低利資金を使わないと収支相償にならない、というこ
とも起こりうる

– そうではなく、非排除性があるために、費用回収でき
ないから、低利資金を使わないと収支相償にならな
い、という説明が必要

– 非排除性のある事業＝公共性のある事業、と定義を
明確に

© Takero Doi. 15

© Takero Doi 16

事業実施の意思決定（１）

• 予算と決算・行政評価のリンク

  予 算

 economy 投入の経済性 

 INPUT 行政資源の投入  

 efficiency 行政の効率性 ↓

 OUTPUT 行政サービスの供給  

 effectiveness 成果の有効性 ↓ 

 OUTCOME 行政の成果  

決算・行政評価

予
算
と
決
算
の 

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
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事業実施の意思決定（２）

 政策コストの重要性

収益等を財源に返済する予定の負債について、収益
等だけでは返済しきれないために、国から将来にわ
たって投入される補助金等の割引現在価値

財政投融資で実施
財政投融資の対象事業には、有償資金のみで所要の資金を賄って事

業を実施することとした場合に必要となる利用者からの負担を、政策的
に軽減するためには、無償資金（補助金等）を併せて投入することがあ
る。

 このように、政策的に無償資金を投入する事業には、その事業の適否を
判断する上で、将来その事業に対しどの程度の無償資金を投入すること
になるか（いわば将来の国民負担がどの程度になるか）について一定の
試算を行い、その結果をディスクローズすることは有意義であると考えら
れる。

18

政策コスト算出のイメージ

http://www.mof.go.jp/singikai/zaiseseido/tosin/zaitoa150625p.htm
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事業実施の意思決定（３）

 政策コストの重要性（つづき）

民間企業では、資産の時価総額＝将来の収益の
ディスカウント・キャッシュ・フロー（DCF）となりえるが、

公的機関・事業ではキャッシュ・フローを公定できる
から、将来の収益のディスカウント・キャッシュ・フ
ローを別途計算する必要がある。

公的事業では、通常、資産の時価＝将来の収益の
DCFとならない。もちろん、資産の簿価＝将来の収
益のDCFとなることは、まずありえない。

© Takero Doi 20

事業実施の意思決定（４）

 政策コスト分析の例

簿価・・・取得原価 例）10億円

全額借入金で調達（金利ゼロと仮定）

将来のDCF・・・料金収入9億円、維持費1億円

資金収支8億円

補助金投入2億円＝「政策コスト」

完済時のB/S

資産10億円、正味資産10億円
しかし、

時価・・・市場価格相当 10億円とは限らない
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事業実施の意思決定（５）

 政策コストと時価評価の関係

政策コスト・・・2億円

資産の簿価・・・10億円

（収益還元法による資産評価額・・・8億円）

資産の時価・・・例えば、7億円 ならば、

正味資産は7億円にしかならない。

資産評価損3億円分は、納税者の持分が
減少した（機会費用）といえる。

このとき、納税者の負担は、政策コスト2億円と資産
評価損3億円の合計5億円となる。

政策手段の比較衡量

• 従来の手段で政策を実施することで良いか

• より安価な手段で同じ目的を実現できる可能性
はないか

• ハードかソフトか

• 金利上昇リスクに耐えられる政策手段か

→ 財政制約が厳しい折、さらなる精査が求められ
る

© Takero Doi. 22
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予算編成改革
• 一般会計、特別会計の一体的な予算編成

 特別会計は、所管省庁の「価値観」が色濃く反映

 各省庁が、それぞれ独自の「価値観」を持ち相互不可侵

 例：一般会計の税収は「財務省のお金」、社会保険料は「厚生労
働省のお金」、道路特定財源は「道路局のお金」という認識
→ 国民から見ればどれも国民が払ったお金

 「価値観」を統一して、トップダウン式の予算編成を

 特別会計の見直し

• 補正予算も含めた予算統制が必要
 補正予算は概算要求、シーリングの枠外。

 「補正回し」にせず当初予算で決着を

• 度の過ぎた裁量が働いた補正予算に歯止めをかける
には、中長期的な財政計画が必要

© Takero Doi. 24

複数年度予算編成

• 複数年の歳出総額とアウトプット・アウトカムで中期的（
３年程度）に統制

• 予算と政策評価との連動が重要
 目標設定は具体的なものでなければ意味がない

 評価するからには、良し悪しを明確に

 財政民主主義、租税法律主義の観点から、予算（インプット）の
事前統制は必要

• 評価が甘いと、アウトプット・アウトカムで統制しても、
無駄遣い（インプット）を抑制できない

• 経済成長の見通しは慎重を期する

• 国の財政統制のためには、地方財政の見通し・評価も
正確に
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複数年度予算編成のイメージ

中期財政フレーム
４年度目

歳入 歳出
… …
… …

２年度目
歳入 歳出
… …
… …

３年度目
歳入 歳出
… …
… …

議決

中期財政フレーム
１年度目

歳入 歳出
… …
… …

２年度目
歳入 歳出
… …
… …

３年度目
歳入 歳出
… …
… …

議決

執行

各省庁

執
行
状
況

政策目標

政策目標

予算案提出

予算案提出

国 会

国 会

評価
・

見直
し
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調達改革と予算会計制度

－VFMの向上に向けて－

明治大学公共政策大学院
ガバナンス研究科

田 中 秀 明

2013/12/9

【資料集⑧】

1

最初に自己紹介

最初に自己紹介を …….
[教育・研究]

東京工業大学工学部卒業、同大学院修了（工学修士、1985年）
ロンドン政治経済大学院修了 （Master of Science、1991年）
オーストラリア国立大学（客員研究員、2003～5年）
政策研究大学院大学（客員教授、2006年～）
一橋大学経済研究所（准教授、2007～10年）
経済産業研究所・財務総合政策研究所（フェロー）
政策研究大学院大学・博士（政策研究、2010年）

[職務]
財務省（1985～2012年）

このうち、国税庁、内閣官房、内閣府、旧厚生省、外務省等
[専門]

財政学、予算会計制度、公共政策、社会保障制度、公務員制度
[主な著書]

『財政規律と予算制度改革』（日本評論社、2011年）
『日本の財政』（中公新書、2013年）
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１－１ 調達規模の国際比較
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4

１－２ 行政刷新会議と公共サービス改革

入札談合、防衛装備品の高値購入、所管公益法人等との随意
契約などの問題の発生に対応して、対策が講じられているが、
それは対処療法が中心で不十分

公共サービス改革分科会で公共調達改革を検討

2010年7月：「公共サービス改革基本方針」（閣議決定）
9月：行政刷新会議で分科会設置を決定

11月～：6回の会議と14回の有識者ヒアリングを実施
2011年4月：「改革プログラム」発表

１－３ 調達改革の重要性と必要性

5

２．政府の調達は多種化・複雑化
①単にモノを購入することから、サービスを購入
②PFIなど、民間事業者と協力関係を築くことが重要に

③NPOなども公共サービスの担い手として期待

１．政府は国内最大の「購買者」
2008年度 ①中央省庁の契約 約8.1兆円（小額随契除く）

②独立行政法人の契約 約2.4兆円
③国立大学法人の契約 約1.0兆円
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１－４ 調達に関する基本的な問題

6

１．体系的・時系列のデータがない
各府省が購入している財・サービスの種類・分量・購入金額等に関するデータが
整備されていない

２．形式的な手続きが重視され、成果が検証されていない
随意契約から一般競争入札にすることが要求されているが、一者応札になる

など、実質的には改善されていない

３．時代遅れの予算・会計法令
現在の会計法は明治２２年のそれが基盤。上限拘束性がある予定価格、100万
円の調達でも10億円の調達でも同じ手続き、契約・調達手段が限定的、民間の
イノベーションを引き出す仕組みがない

４．専門的な人材不足、不十分な体制
短い人事異動のため専門的な人材が育たない、調達等財務会計責任が不明確

で組織が不十分

５．政府統一的な政策がなく、司令塔も存在しない

調達全般に関する制度の企画立案、制度の実施（ガイドラインの策定）、評価・
検証、人材育成、情報交換などを担う組織がない

１－５ コピー用紙の単価

7

財務総務1

総務2
文科

法務

外務

金融
国交

内閣*（競下げ）

防衛*

内閣*(２２）

厚労
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1,000

1,020

1,040

1,060

1,080

1,100

1,120

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 70,000

単
価
（
円
）

数量（箱）

A4コピー用紙の契約単価（２３年度）

*：古紙100%

加重平均：1050.8円 相関係数：-0.107
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１－６ 調達の目的と改革の方向

8

３．調 達 改 革 の 基 本 方 針
①明確な調達戦略の確立 ②最適な調達・契約手法の選択

③競争の効果的な促進と事業者とのパートナーシップ
④適切なインセンティブとイノベーション ⑤調達の評価・検証と情報供給
⑥専門能力を持つ人材の育成 ⑦政府全体及び府省の組織・体制の充実

１．調 達 の 目 的
使用期間を通じて、「支払に対して最も価値が高い」（VFM）財・サービスを
購入すること。そのためには、財・サービスの性質に応じて、より良いものを
より安く、より簡単に、そして適時に調達できる仕組みが必要となる。

２．調 達 改 革 の 理 念
①形式的統制から実質的統制へ ②事前統制から事後統制へ

③予算重視から執行重視へ

１－７ 調達改革の主なメニュー

9

３．調達事務の効率化：共同調達、カード決済、ネットオークション、
バナー広告

８．内部統制の強化、調達組織・体制の見直し（司令塔など）

２．調達・契約方式の多様化：総合評価方式の改善、競争的交渉方
式の導入、競り下げ

１．随意契約・一者応札の見直し（形式的手続きから実質的見直し）

４．調達に関する目標の設定と検証・評価

５．旅費制度等内部管理事務の効率化

６．予算の繰越・流用、国庫債務負担行為の改善

７．人事評価への反映、人材育成
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１－８ 調達改善計画

10

調達についてのPDCAの確立
（各府省が調達改善計画を作成するに際してのガイドライン）

達成状況の評価・課題の抽出・優良事例の共有

各府省が自らの調達改善計画を策定
１．各省が調達の実情を踏まえて重点的に改善を取り組む分野
２．府省統一的に盛り込む分野

①消耗品、汎用的な物品・役務
②随意契約・一者応札
③競下げ等、公共サービス改革プログラムの提案

３．評価・検証体制（第三者機関の活用）

各府省が自らの調達状況の分析

１－９ 調達改善計画の評価

11

調達の
現状把
握・分析

重点分
野への
取組

庁費類
の調達
見直し

随意契
約等見
直し

共同調
達・カー
ド決済・
旅費等

評価・検
証の体
制

人事評
価への
反映

競下げ
の拡大

取組の
態度・
熱意

内閣府 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ △ △ ○

警察庁 ○ △ △ △ △ △ △ △ △

金融庁 △ ○ ○ △ △ ○ △ △ △

消費者庁 ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ △

総務省 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ▲ △

法務省 ○ △ ○ ○ ○ ◎ △ △ ◎

外務省 ○ ○ △ ○ ◎ ○ △ △ ○

財務省 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ △ ○

文部科学省 ○ △ ○ ◎ ○ ○ △ △ △

厚生労働省 △ △ △ △ ○ ◎ △ △ ○

農林水産省 ○ △ △ ○ △ △ △ △ △

経済産業省 ○ ◎ △ ▲ ○ △ △ △ ○

国土交通省 ○ △ ◎ ◎ ○ △ △ △ ○

環境省 △ △ △ ○ △ △ △ △ △

防衛省 ○ △ △ ▲ △ △ △ △ △

※民主党行政改革調査会／調達・公共サービス改革WT提出資料（2012年3月30日）
5段階評価：◎水準を十分に、○水準以上、△水準達成、▲水準未達、×水準大幅未達
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２－１ 英国における調達改革の経緯

12

1998 ガバメント・カードの導入

1999 「ガーションレビュー」（調達の現状を分析し改革を提言）

2000 政府調達庁（OGC）、Buying Solutions、Partnership UK 設立

2001 「ゲートウェイレビュー」

2002 PFI・ICT標準契約書

2004 「予算効率化計画」（年間215億ポンドの効率化目標）
EU調達指令（競争的対話等のルール明確化）

2007 「現場効率化計画」（年間300億ポンドの効率化目標）
「省庁の調達能力の分析評価」（Procurement Capability Review）
調達専門化育成プログラム

２－２ 英国における調達関係組織

13

Partnership
UK

会計検査院

内部監査委員会

OGC
Buying

Solutions

省庁：事務次官＝”会計官”

会計課長 調達課長

財務省
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PwC
14

防衛関連
£7.5bn 

医療関連
£16bn

廃棄物監理
£2.26bn 

福祉関連: 
£870m 

ICT
£10bn 

施設・設備関連
£11bn 

建設
£20bn 

旅費
£3.03bn 

管理スタッフ
£3.68bn 

コンサルティング
£4.66bn 文具:

£430m 

郵便・配送: £440m 
光熱水費
£3.66bn 

物品・サービスの年間調達金額

共通 特殊

単純

複雑 明らかに個別の対応をすべき領域

• 分野や組織固有の要求事項が多い

• 非常に複雑で、かつ戦略的に公共サービスの提
供が重要である

• 供給者が限定的

• 市場環境が小さい

統合型アプローチで対応すべき領域

• 公共部門で共通して調達されるが、組織の固有
性が存在する

• サービスが標準化されている

• 供給者の共通性が高い

• 市場環境が広い

明らかに合同で対応をすべき領域

• どの公共部門でも共通して調達される

• 物品・サービスが標準化されている

• 供給者が共通している

• 市場環境が広い

「経済的に最も有利な調達」を追求する仕組み
調達する物品・サービスに応じて購買戦略を構築
以下のような分析に基づきカテゴリーを分け、共同調達を推進

■

２－３ 英国のカテゴリー・マネジメント

※NAO(2010)"A review of collaborative procurement across the public sector"

２－４ 省庁の調達能力の評価と改善計画

15

OGCが各省庁の調達能力を分析評価（９つの分野毎に５段階評価）
⇒ 各省庁が調達改善計画を策定・実施

１．リーダーシップ

２．戦略・業務の整合性

３．事業者等との信頼関係

４．スキル・人材戦略

５．賢い顧客

６．ガバナンスと組織

７．戦略的・協働的手法

８．プロセスと技法

９．業績マネジメント

児
童
家
庭

地
方
政
府

雇
用
年
金

環
境

地
域

運
輸

国
際
協
力

医
療

内
務

関
税
歳
入

法
務

国
防

文
化

外
務

企
業
規
制

財
務

内
閣
府悪

※出所：OGC(2009)

良
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２－５ 英国における調達の改善

16

６．調達の専門的人材の育成、能力開発

１．OGC＝調達の司令塔（企画立案・実施）

３．財・サービスに応じた弾力的な契約・調達手法

４．調達のカテゴリー毎のノウハウの蓄積

５．個別調達案件、組織の調達能力等の評価分析

２．中期財政フレームによる枠予算と効率化のインセンティブ

２－６ 米国における調達改革の経緯

17

1949 政府調達庁（GSA）設置

1990 首席財務官法（CFO Act）

1993 国家業績レビュー（NPR）、ガバメント・カード

1995 連邦購入改革法、業績連動型調達（PBA）の試行

1998 PBAのガイドライン

2001 大統領マネジメント・アジェンダ

2002 不適切支出公開法（Improper Payments Information Act)

2009 調達契約改善計画（年間400億ドルの効率化目標）
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２－７ 国における調達関係組織

18

会計検査院

監察官
IG

OMB

連邦調達研究所
（FAI）

省庁：長官

首席財務官
CFO

首席調達官
CAO

GSA

２－８ 米国における業績連動型契約

19

分 類 手 法 報酬の支払方法（インセンティブ・報奨）

定額型
契約

Firm-fixed-price
contracts (FFP)

契約で定めた固定報酬

Fixed-price incentive
contracts (FPI)

発生コスト＜想定 コスト節減分をシェア
発生コスト＞想定 受注者が全て負担

Fixed-price contracts
with award fees (EPAF)

固定報酬＋品質に基づく報奨金
報奨金や成果評価基準により算出

実費償還
型契約

Cost-plus-fixed-fee
contracts (CPFF)

費用要素に基づきコストを算出し、所定の
利益を加算

Cost-plus-incentive-fee
contracts (CPIF)

上限報酬金額と下限報酬金額の幅の中で
発生コストに応じた報酬金額

Cost-plus-award-fee
contracts (CPA)

規定報酬金額はCPFFと同じ
追加報酬金額はEPAFと同じ

※出所：PWC（2011）「公共サービスの調達手続きに関する調査報告書」
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３－１ 財務会計の基本的な問題

20

強固な予算統制主義
（インプット重視、成果軽視）

予算の効率的・効果的執行という観点
からのアカウンタビリティの概念が乏し
く、また、それを裏付けるための制度や
仕組が不十分

３－２ 調達のCAPDの確立

21

形式的な手続きからVFMの向上へ

プ ラ ンレビュー

・財・サービスのカテゴリーに応じた
改善方策

・対象に応じた、集約・統合・分解
・購入の条件の改善、予算の節減、

業績の改善、消費量の抑制
・ソーシング
・リスク分析
・仕様書の見直し

・調達している財・サービスの種類、
分量、価格等の把握

・市場価格等との比較
・購入・調達の必要性、購入量の検

討
・随意契約・一者応札の理由の検証
・仕様書の内容の精査
・内部監査、外部監査
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３－３ 日本における財務・会計責任

22

公共サービス改革法（2006年）
公共サービスの質向上維持及び経費の削減を図る（第1条）

独立行政法人通則法（1999年）
事務・事業を効率的かつ効果的に行う（第1条）

行政評価法（2001年）
必要性、効率性、有効性の観点からの評価（第3条）

地方財政法（1948年）
目的達成のため、必要且つ最小の限度を超えて、支出してはならない（第4条）

国家行政組織法（1948年）
各省大臣は事務を総括、事務次官は省務を整理し、事務を監督

財政法（1947年）・会計法（1947年）
歳出予算・継続費の目的外使用の禁止（財政法第32条）、支出は事前の承認された支払計画の
金額を超えてはならない（会計法第14条）等が規定されているが、そもそも、効率的・効果的な執
行という概念は存在しない。

公共調達の適正化（財務大臣通達2006年8月）
各省庁が行う調達の適正な執行

予算執行調査（2002年度から）
財政資金の効率的・効果的な活用のため、予算のPDCA機能を強化

23

３－４ 政府における内部統制の現状

政府部門（国・地方）においては、「内部統制」の概念に基づく枠組みや仕組み
は存在しないが、関連するものとしては・・・

３．人事管理の仕組み
・人事評価制度に基づく能力・業績評価の取組み（国家公務員法）

１．財務・会計上の仕組み
・支出官、契約官等、財務・会計事務を担当する者の役割及び支払手続き等（会計法令）
・予算執行職員等の責任に関する法律に基づく弁償責任
・内部監査の実施（財務大臣通知「公共調達の適正化について」（2006年8月25日）に基づく）
・補助金の交付等に関する適正化の手続き（補助金適正化法）
・会計検査院による監査（実質的には、外部監査ではなく、「内部監査」に相当）
・省庁財務諸表の作成（運用上）
・特殊法人、独立行政法人等のエージェンシーにおける監査等
・地方公共団体の監査委員による監査（加えて1997年の地方自治法改正による外部監査制度）
・住民監査請求、住民訴訟、職員の賠償責任

２．業績や政策評価の仕組み
・政策評価法に基づく取組み
・財務省による予算執行調査、総務省による行政評価・監視、事業仕分け・行政事業レビュー
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３－５ 英米日の財政当局の目標

24

日本財務省の政策目標
（政策目標１－３）予算執行の透明性の向上・適正な予算執行の確保
（政策目標１－６）公正で効率的かつ透明な財政・会計に係る制度の構築及びその適正な運営

⇒日本では、予算は「正しい」モノであり、よって執行過程で過不足があってはならない！

英国財務省の目標（2005-2007）
（目標６）公共サービスの質と費用対効果を改善すること

※これに関連するPSAの目標
PSA9：財務省は、省庁がPSAの目標及び毎年の予算効率化目標（2007-08年度

までに200億ポンド）を達成するように支援する
PSA10：公共調達において更なる予算の節減（2007-08年度までに30億ポンド）を

図る
（目標７）政府における財務管理を世界標準のレベルに引き上げること

米国OMBの目標（戦略計画2008）
（目標）政府が実施するプログラムの有効性・効率性を向上させる図る

３－６ 英国の次官の責任と体制

25

経営委員会

下院・会計委員会（PAC）

事務次官,エージェンシーの長＝会計官（Accounting Officer）
「予算の効率的・効果的使用について、議会に対して個人的に責任」

アカウンタビリティ：次官が署名
①年次報告書 ②年次財務諸表 ③内部統制報告書

←会計検査院

会計課長 内部監査委員会
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３－７ 英：財務会計責任の遂行

26

※HM Treasury(2007), Managing Public Money

会計官の財務会計管理に係る責務
①資源を効率的に、経済的に、効果的に使い、無駄遣いや浪費をしない
②調達やプロジェクトの評価を客観的にかつ公正に実行する
③VFMはサービス提供の質を保証するために、情報システムを使う
④過剰なコンプライアンス・コストとならないようにする
⑤内部統制と外部監査を活用する

会計課長の財務会計管理に係る責務
①要件：専門的かつ資格を有していること、省庁の経営委員会のメンバー、

事務次官に直接報告する、マネジメント委員会のメンバー
②責務：財務上のリーダーシップの発揮、当該組織における効率性とVFMを

向上させる、プログラムの改革を促進させる、予算や資源会計の準備、
外部監査人等との連絡

27

３－８ 調達に関する数値目標

イギリス「執行効率化プログラム」（2008）
調達・IT・資産管理等について、2010年度までの3年間に350億ポンド
を節減（義務的経費を除く歳出を年間3％程度削減することに相当、従
前の同様の計画では全体の約4割が調達による効率化、質の改善含む）

アメリカ「取得・契約改善計画」（2009）
不要な調達の廃止、調達管理の強化、高いリスクの契約の見直し等に
より、2011年度までに年間400億ドルを節減（2011年度の調達コストを
7％削減、年間の契約総額は約5,400億ドル）

日本「行政コスト削減方針」（1999）
行政コストを10年間で30％削減
日本「公共事業コスト構造改革プログラム」（2008）
2008年度からの5年間で総合コスト（質を含む）を15％削減
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３－９ 内部統制とリスク・マネジメント

28

VFMに反するリスクを識別・評価するとともに、
それを予防・発見・是正するための内部統制

リスク・マネジメント
１．競争性の確保は、必ずしもVFMの向上につながるとは限らない。民間では、

随意契約の方が、VFMが高いと考えられている。
２．政府のリスクテイクの範囲は、民間より制限されるとしても、国民の利益・

VFMの観点を考える必要（不正は完全に防止できないので、それを求めること
はかえって非効率を生む、公平性と国民の利益を比較考慮すべき）。

３．リスクマネジメントのPDCAを確実に回せば、不正は防止・抑制できるが、
現在は、そうした仕組みが乏しい。

４．リーダーシップの発揮＝リスク・テイクすること。
５．手続遵守ではなく、目的（VFM）からのアプローチが必要（リスクの高い分野

に重点的な内部統制）。

※公共サービス改革分科会・有識者ヒアリング・久保恵一氏の資料（2011年1月24日）より抜粋

４－１ 結 論

29

国民（住民）のための成果重視の
そして費用対効果の高い行政

１．不明確な財務・会計責任
２．予算の事前統制・手続主義、成果軽視、リスク管理欠如
３．行政不信から評価・監査の氾濫（ペーパーワークの増大や外部監査

への過剰な期待）

財務会計のプロの養成と責任と権限の付与

日本版最高財務責任者の導入
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中小建設業が期待する
公共調達の精神と仕組み
～特に地域防災と地域貢献の視点から～

2014.2.21

一般社団法人名古屋建設業協会

山田 厚志

【資料集⑨】

内 容

1．改めて公助の実力を考える

2．今、地域の中小建設業者は

3．危惧される官BCPの破たん

4．「古くて新しい」公助の兆し

5．「CSRバンク」設立の夢想

6．ベクトルは「市民による業者指名」に向けて
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今、地域の建設業者は･･･

公共土木事業(河川・道路・上
下水道・ガス工事など)の元請
業者・年商25～30億
名古屋市中川区に本社を構え、
本年創業60年目に突入

当社の概要

218



災害発生時には・・・

災害復旧や緊急維持作業の担い手
であり、地域から信頼されていてし
かるべき…

ところが、現実には･･･

読売新聞
2014.2.3
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過去実績＋地域性＋競争性確保の上

８社～１２社程度を指名して、応札を促す

地元業者のファンドとして機能

人材補充、重機機械の更新などの実施

結果として災害時対応が可能だった

平成１６年頃から、災害時の出動要請

だけが残り、指名制度は全廃となった

指名競争入札は、激減･･･

仕事は自由参入なのに･･･

行政と地元建設業協会との間の

｢防災協定」のみ継続

これでは、

「無賃乗車」

「無銭飲食」

の、類ではないか･･･？
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この人たちは、近い将来、いなくなる…

自助・共助・公助と、

言うけれど･･･
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卑近な例

名古屋市の人口約220万人

救急車の総台数40台弱

これが行政の「公助」の実力

<公助>と<官助>を分けてはどうか

「官のみでは非力」

「公助は、官のみでは担えない」

と、リスク発信するのが説明責任
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防災5段階活用のススメ

<官><公><共><近><自>

助
自助あっての近助・共助

共助あっての公助

公助の一部を担う官助

地域建設業の「自助」｢共助」は、
「公助」パートナーとしての務め
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攻めるBCP

ひょっとすると、
３.２兆円市場？

戦略的に
「発生前の防災・

減災貢献」
に着目

防災貢献活動が、もたらすもの

本業の生き残りを助けてくれる

今、生き残れなければ、

被災後の貢献もできない

まちづくり業者は、防災貢献活動で

ビジネスチャンスが広がる
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地域・防災
貢献が価格
競争力を強
化する

総合評価
落札方式

<三方良し>の理想像を描く

市民･･･地域環境の安心安全快適性が向上

行政･･･コストを抑えて地域防災力向上

業者･･･価格外の競争力を自助努力で獲得
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CSRバンク創設と、
貢献評価点のデフレ化・マイレージ化

防災貢献以外にも…

横浜では、すでに
新たなフェイズに
第三者機関による
地域貢献の三段階
評価・認定制度発足

(愛知でもNPOが
調査に着手)
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顧客である「市民の指名権」意識

市民

行政

建設
業者市民に

支持され
た企業

防災

環境

防犯

地域貢献
と仕事の
質を評価

市民に公開

本業に加えて、
市民サービス(貢献)

建設的な説明責任発揮を願う

手法の説明責任にとどまらず、

「なぜこの業者を指名するのか」

「なぜこの仕組みで公共調達を行うのか」

「なぜこの価格で落札決定するのか」等々

行政が果たすべきは、

意図・求める成果の説明責任
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まとめ1

防災事業で先導的に指名制度復活を

・「地域防災・減災の担い手再生は喫緊の行政
課題」と、メッセージを発信すること

・地域限定的な防災事業に関して、先導的に指
名競争入札を復活させること

学校耐震化、避難所整備、橋・堤防の耐震補強
重機確保につながる地域維持管理業務など

・メッセージの受け手の市民と建設業者のリアク
ションを注視し、必要なら軌道修正すること

まとめ2

総合評価落札方式を新たなフェイズへ

価格・技術競争力の評価と共に、

・地域防災・減災、発災後の迅速な復旧活動の
担い手を評価し、結果的に育成すること

・地域課題を継続的に解決する多彩なCSR活動
を評価し、結果的に育成すること

・CSR活動に対する第三者評価の仕組みを創設
し、発注者の手間の軽減と活動の活性化を
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地元建設業界人としての私見 

一般社団法人名古屋建設業協会 

会長 山田 厚志 

背景としての<地域の公意識>の消失 

まず明確にすべきことは、「官のみが地域の<公>を担うわけではない」ということだ。 

本来、地域の公は住民と官とその地に立地する企業などが<協働>で担うことで、相対

的に官の負担するコストと労力を軽減してきた。少し前までは地域にも企業にも「地域

のことはできる限り地域で」という「当事者責任」を自覚する文化があり、官はその「地

域負担」を前提として「公共工事」を発注してきたはずだ。 

ところが現在では自宅前の道路や用水の清掃までもが官負担で行なわれることを多

くの住民が期待している。ここに至って健全な地域の公はほぼ消滅して、「公は官が担

う」という意識が定着し、些細な工事にも多くのコストと手間が生じるようになった。 

官のみが公を担うと、過剰な平等性・公平性を住民から強要される 

官の側もまたこの世情に押されて、次第に自らの<公>に対する負担割合を増大させ、

住民の視線や高圧的な発言に配慮した公共調達の制度設計(すなわち発注者としての調

達責任を回避する価格本位制と業者の自由参入を基本思想とした調達手法)に走り、か

つての「指名制度」という共に公を担う建設業者に対する「評価」制度を放棄した。結

果として、官にとって地元建設業者は公共工事を進める上でのパートナーから単なる

「調達業者」へと、近年その位置付けが大きく下落した。 

「金で解決する」は、地元建設業者を愚弄する意識 

一方、公共工事を主たる生業とする地元建設業者の多くは、未だに自らを公の一員と

自認している。官と地域に公共工事を民間の商取引と同様に捉える風潮が醸成されつつ

あるのに、地元建設業者や建設業協会だけは「万一の災害発生時には、いち早く被災現

場に駆け付ける」とか「日頃から地域社会でさまざまな貢献活動を行う」など、利他的・

公益的な姿勢を堅持している。 

官や地域と建設業界とのこうした意識のギャップは、しばしば私たち建設業界人を苛

立たせる。そもそも地元建設業者にとって今日の公共調達の問題点は、いきなり「価格

の問題」ではないのだ。価格の是正は二の次でもよい。なにより公共事業を共に進める

パートナーとしての「人格」を再認識するかどうかの重大な「人権問題」なのである。 

これ以上、地元建設業者を疲弊させれば地域の安全は守れない 

繰り返し書く。官のみでは公を担うことはできない。特に災害時には地元建設業者が

いなければ、住民の安心は確保できない。官がいくら立派な災害対策を立案しても、現
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場に向かう最後の指示は地元建設業者に対して発せられるのだから、その業者が廃業や

移転していれば、その体制は全く機能しない。 

官はそのことは分かっているから、「防災協定」や「防災貢献活動の加点」などの制

度を作り、ある種の「囲い込み」を図っている。しかし、そもそもパートナーとしての

位置付けを降ろし、指名制度という業者の評価を廃止しておいて、「いざという時は被

災現場に駆け付けよ」というのは、あまりに身勝手な期待であることを強く自覚すべき

ではないか。これ以上地元建設業者を疲弊させたら、地域の安全は守ることはできない。 

地元建設業界が提唱する「あるべき公共調達の仕組み」の提案 

 地元建設業を加えた「公共調達の仕組みづくり議論の場」の創設

はしご段の継ぎ足しのような調達制度の修正ではなく、首長・設計部局・発注部局・

市会・市民・有識者そして私たち地元建設業者も加えた議論の場を設けるべきである。

その席での議論を生かして、官には民間の市場原理に流されることなく、工事以外の部

分でも市と市民に貢献する業者を複数選定して入札を執行する責任と権利を行使して

いただきたい。 

 総合評価落札方式で得た知見を生かした指名制度への段階的移行

とはいえ今、闇雲に「指名制度」を部分的に復活させれば、恐らく官の担当者はかつ

ての「業者評価を反映した責任ある指名」ではなく、公募や自由競争入札に期待される

過度な競争性・透明性を意図した指名を組む恐れがある。そうではなく、指名を原則廃

止した過去 10 年ほどの間に得た業者情報や設計部局の声などを反映した先導的な指名

制度を復活していただきたい。「誰でも応札できる」という責任放棄の透明性ではなく、

「なぜその業者を指名するのか」という説明責任を伴う競争性を導入していただきたい。 

 価格以外の競争性を生かす調達制度の設計

公共調達の適正な価格の維持に関する問題点には様々な要因があってひと言では述

べられず、前出の議論の場での成果に期待したい。本稿では、現在の総合評価落札方式

でも指名制度の復活時にも反映できる価格以外の業者評価について提案する。 

価格以外の業者評価は、できれば官以外の独立した第三者機関で認定されることが望

ましく、官は自ら確認する手間を省くことができる。これは横浜市に先進事例がある。 

現在の総合評価落札方式においては、価格競争以外の技術的評価と企業評価のうち、

企業評価の「本社所在地」「防災貢献」「地域貢献」「納税貢献」「雇用貢献」等々を累積

し、例えば「5項目で 1 点加点」などと「デフレ化」することで、現在の配点バランス

を守りつつ、ほぼ硬直化している現在の企業評価に再び競争性を取り戻すことができる。

この企業評価は、指名制度試行時にも複数の業者選定の際に大いに役立つはずだ。 

さらに貢献活動のデフレポイント化で、前述した建設業者の<公意識>は活性化し、官

に過大な手間とコストを強いる昨今の公共事業の負担の一部を軽減させることにつな

がる。この発想こそ、公共事業の真のパートナーとしての建設業者ならではのものだ。 
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